
 
 

海外食料需給レポート（Monthly Report）のポイント 
国際的な穀物等の需給の見通し（2015/16 年度） 

                                  
 
 

穀物全体の生産量は、前年度より減少。 
消費量を下回り、期末在庫率は低下する見込み。 

－穀物全体の期末在庫率(21.7％)は前年度(22.0％)を下回る見込み－ 
 
 
【品目別の需給見通し】 
 

＜小麦＞ 
生産量は、ＥＵ、インド等で減少するものの、中国、米国等で増加すること

から、世界全体では史上最高となった前年度を更に上回る見込み。生産量
は消費量を上回り、期末在庫率は上昇する見込み。 
 

◇ 米国の生産量は、収穫面積の増加及び単収の上昇から、前年度を上回
る。期末在庫率も上昇。 

◇ ＥＵの生産量は、収穫面積の減少及び夏の高温乾燥の影響による単収
の低下から、前年度を下回る｡期末在庫率も低下。 

◇ 中国の生産量は、収穫面積の増加及び単収の上昇から、前年度を上回
り、史上最高｡期末在庫率も上昇。 

 
＜とうもろこし＞ 

生産量は、中国等で増加するものの、米国、ＥＵ、ブラジル等で減少するこ
とから、世界全体では前年度より減少する見込み。生産量は消費量を下回
り、期末在庫率は低下する見込み。 

 
◇ 米国の生産量は、収穫面積の減少及び単収の低下から、前年度を下回

る。期末在庫率も低下。 
◇ 中国の生産量は、収穫面積の増加及び単収の上昇から、前年度を上回

り、史上最高。期末在庫率も上昇。 
◇ ブラジルの生産量は、とうもろこしから収益性の高い大豆に転換されるこ

とから収穫面積が減少し、前年度を下回る。期末在庫率も低下。 
 
＜米＞ 

生産量は、中国、インド等で増加し、世界全体では前年度より増加し、史
上最高となる見込み。消費量も増加し史上最高となり、生産量を上回ること
から、期末在庫率は低下する見込み。 

 
◇ 中国の生産量は、収穫面積の増加及び単収の上昇から、前年度を上回

り、史上最高。期末在庫率は低下。 
◇ インドの生産量は、単収が低下するものの収穫面積が増加し、前年度を

上回る。期末在庫率は在庫の取り崩しから低下。 
◇ タイの生産量は、収穫面積の減少及び単収の低下から、前年度を下回る。

期末在庫率も低下。 
 

＜大豆＞ 
生産量は、アルゼンチン、米国、中国等で減少するものの、ブラジル、イ

ンド等で増加することから、世界全体では前年度より増加し、史上最高の見
込み。生産量は消費量を上回り、期末在庫率は上昇する見込み。 

 
◇ 米国の生産量は、収穫面積は増加するも、高単収を記録した前年度に

比べ単収が低下することから前年度を下回る。期末在庫率は上昇。 
◇ ブラジルの生産量は、とうもろこし価格の低迷により大豆に転換されるこ

とから、収穫面積が増加し史上最高。期末在庫率は低下。 
◇ 中国では、生産量が減少し、消費量が増加することから、輸入量が増加

し、世界全体の貿易量の 64％を占める。期末在庫率は低下。 

＜小麦＞ 

・生産量：727 百万トン 

（前年度比＋0.2％） 

・消費量：715 百万トン 

（前年度比＋0.8％） 

・期末在庫率： 31.0％ 

（前年度差＋1.4 ﾎﾟｲﾝﾄ） 

＜とうもろこし＞ 

・生産量：986 百万トン 

（前年度比－2.1％） 

・消費量：988 百万トン 

（前年度比＋0.4％） 

・期末在庫率： 19.7％ 

（前年度差－0.3 ﾎﾟｲﾝﾄ） 

 

＜大豆＞ 

・生産量：320 百万トン 

（前年度比＋0.2％） 

・消費量：310 百万トン 

（前年度比＋4.4％） 

・期末在庫率： 28.0％ 

（前年度差＋0.9 ﾎﾟｲﾝﾄ） 

＜米＞ 

・生産量：479 百万トン 

（前年度比＋0.5％） 

・消費量：488 百万トン 

（前年度比＋0.9％） 

・期末在庫率： 18.6％ 

（前年度差－2.1 ﾎﾟｲﾝﾄ） 

 

＜穀物全体＞ 

・生産量：24.82 億トン 

（前年度比－0.6％） 

・消費量：24.84 億トン 

（前年度比＋0.7％） 

・期末在庫率： 21.7％ 

（前年度差－0.3 ﾎﾟｲﾝﾄ） 
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【利用上の注意】

海外食料需給レポート（Ｍｏｎｔｈｌｙ Ｒｅｐｏｒｔ）は、在外公館からの情報、農林水産省が独自に各国の現地
コンサルタント等を通じて入手した情報、公的機関（各国政府機関、FAO、IGC等）の公表資料、Oil World等民間の調
査会社から購入した資料、その他、商社情報や新聞情報等から入手した情報を農林水産省の担当者において検証、整理、
分析したものです。

○ 海外食料需給レポート（Ｍｏｎｔｈｌｙ Ｒｅｐｏｒｔ）で使用している統計数値は、主に米国農務省が2015年８月中旬までに
発表した情報を引用しています。

さらに詳細なデータ等が必要な場合は、米国農務省のホームページを参照願います。
http://www.usda.gov/wps/portal/usda/usdahome?navid=AGENCY_REPORTS

主な参考資料
「World Agricultural Supply and Demand Estimates」 http://www.usda.gov/oce/commodity/wasde/
「Grain：World Markets and Trade」 http://usda.mannlib.cornell.edu/MannUsda/viewDocumentInfo.do?documentID=1487
「Oilseeds：World Markets and Trade｣ http://usda.mannlib.cornell.edu/MannUsda/viewDocumentInfo.do?documentID=1490
｢World Agricultural Production」 http://usda.mannlib.cornell.edu/MannUsda/viewDocumentInfo.do?documentID=1860

「PS&D」 http://www.fas.usda.gov/psdonline/psdquery.aspx
など

○ データは予測値であり、毎月各種データの更新を受けて改訂されますので留意してください。

○ 資料原典で表示されるブッシェル及びエーカー等の単位は、それぞれトン及びヘクタールに換算して記載しています。

○ 資料原典において現地通貨で表示される金額を円換算するにあたっては、日本銀行国際局・財務大臣公示の基準外国為替相場及
び裁定外国為替相場(平成27年８月中において適用される)等の換算レートを用いています。

○ 市場年度は、おおむね各国で作物が収穫される時期を期首として各国ごとに設定されているため、国、作物によって年度の開始
月は異なります。

なお、各国別、作物別の市場年度は、米国農務省によります。
http://www.fas.usda.gov/psdonline/psdAvailability.aspx

○ 期末在庫率の対前年度増減率の欄は、前年度とのポイント差。なお、表示単位以下の数値により計算しているため、表上では合
わない場合があります。

○ 本資料の引用等につきましては、出所（農林水産省発行「海外食料需給レポート（Ｍｏｎｔｈｌｙ Ｒｅｐｏｒｔ）」）を併記願
います。

資料内に掲載されている写真については、特に断りがある場合を除き、版権は農林水産省に属するものとします。

http://www.usda.gov/wps/portal/usda/usdahome?navid=AGENCY_REPORTS
http://www.usda.gov/oce/commodity/wasde/
http://usda.mannlib.cornell.edu/MannUsda/viewDocumentInfo.do?documentID=1487
http://usda.mannlib.cornell.edu/MannUsda/viewDocumentInfo.do?documentID=1490
http://usda.mannlib.cornell.edu/MannUsda/viewDocumentInfo.do?documentID=1860
http://www.fas.usda.gov/psdonline/psdquery.aspx
http://www.fas.usda.gov/psdonline/psdAvailability.aspx


○ 各品目の世界の需給表掲載国については、米国農務省の需給報告が新年度に切り替わる５月時点で、各項目別に過去３年平均の
上位７カ国を選定し記載しています。

○ 本レポートの電子版は下記アドレスでご覧になれます。

農林水産省 海外食料需給レポート

http://www.maff.go.jp/j/zyukyu/jki/j_rep/index.html

○ 本資料に関するご質問、ご意見等は、下記までお願いします。

連絡先 農林水産省大臣官房食料安全保障課
ＴＥＬ：０３-３５０２-８１１１(内線3805）
ＦＡＸ：０３-６７４４-２３９６

本文中の略称について

FAO 国連食糧農業機関
IGC 国際穀物理事会
USDA 米国農務省
AAFC カナダ農務農産食品省
ABARES 豪州農業資源経済科学局
CONAB ブラジル食料供給公社
MAGyP アルゼンチン農牧漁業省

世界各国の穀物等の作付・生育状況、作柄等の食料需給に関する
情報提供を目的として、農林水産省食料安全保障課公式フェイス
ブック「海外食料需給インフォメーション」を開設しています。

「海外食料需給インフォメーション」
https://www.facebook.com/zyukyu.jouhou

http://www.maff.go.jp/j/zyukyu/jki/j_rep/index.html
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１ 2015/16年度の国際的な穀物需給の概要

＜米国農務省の見通し＞

○2015/16年度の穀物需給（予測）のポイント
穀物全体の生産量は前年度より減少して24.8億トンとなり、消費量24.8

億トンをわずかに下回る見込み。
この結果、期末在庫量は前年度に比べ減少し、期末在庫率も21.7％と低

下する見込み。

【生産量】 2015/16年度 前年度比 前月比

世界の穀物全体の生産量は、小麦、米で増加するものの、とうもろこし、
大麦で減少し、史上最高となった前年度を下回る見込み。

品目別には、小麦は、ＥＵ、インド等で減少するものの、中国、米国等で
増加し、世界全体では前年度を上回り史上最高となる見込み。とうもろこし
は、中国等で増加するものの、米国、ＥＵ、ブラジル等で減少することから、
史上最高となった前年度を下回る見込み。大麦は、トルコ等で増加するもの
の、ウクライナ、ＥＵ等で減少し、前年度を下回る見込み。米は、中国、イ
ンド等で増加することから、世界全体では前年度を上回り史上最高となる見
込み。

【消費量】 2015/16年度 前年度比 前月比
世界の穀物全体の消費量は、小麦、とうもろこし、大麦、米で増加し、史

上最高となった前年度を上回る見込み。
品目別には、小麦は、飼料用需要が中国で減少するものの、インド、米国

等で増加し、史上最高となった前年度を上回る見込み。とうもろこしは、飼
料用需要が中国、ブラジル等で増加することから、史上最高となった前年度
を上回る見込み。大麦は、中国等で減少するものの、トルコで増加し、前年
度を上回る見込み。米は、中国等の需要増から、史上最高となった前年度を
上回る見込み。

【貿易量】 2015/16年度 前年度比 前月比
世界の穀物全体の貿易量は、小麦、とうもろこし、大麦、米で減少し、

3.6億トンと前年度を下回る見込み。
品目別には、小麦は、カナダ、ＥＵ等での減少、とうもろこしは、ブラジ

ル、ＥＵ等での減少、大麦は、ＥＵ、ロシア等での減少、米は、インド等で
の減少により、輸出量はそれぞれ前年度を下回る見込み。

【期末在庫量】 2015/16年度 前年度比 前月比
世界の穀物全体の期末在庫量は、生産量が消費量を下回ることから、前年

度より減少して5.4億トンとなり、期末在庫率も21.7％と低下する見込み。

表－１ 世界の穀物需給
(単位：百万トン）

予測値
前月予測

からの変更
対前年度
増減率(%)

穀物計 2,474.5 2,495.9 2,481.9 4.7 ▲ 0.6

小麦 715.1 725.3 726.6 4.6 0.2

粗粒穀物 1,281.2 1,294.5 1,276.7 1.8 ▲ 1.4

（とうもろこし） 990.8 1,006.2 985.6 ▲ 1.5 ▲ 2.1

（ 大 麦 ） 144.6 140.8 139.4 1.6 ▲ 1.0

米 478.2 476.2 478.7 ▲ 1.7 0.5

穀物計 2,418.3 2,465.9 2,484.1 ▲ 1.0 0.7

小麦 698.8 708.9 714.7 0.5 0.8

粗粒穀物 1,238.1 1,273.4 1,281.6 ▲ 0.6 0.6

（とうもろこし） 953.0 983.8 987.9 ▲ 3.2 0.4

（ 大 麦 ） 141.1 140.8 142.0 1.2 0.9

米 481.5 483.6 487.8 ▲ 1.0 0.9

穀物計 863.3 894.9 906.9 ▲ 0.0 1.3

小麦 126.7 134.5 136.1 2.9 1.2

粗粒穀物 736.6 760.4 770.8 ▲ 2.9 1.4

（とうもろこし） 573.7 596.9 605.6 ▲ 3.9 1.4

（ 大 麦 ） 97.1 94.4 93.7 ▲ 0.3 ▲ 0.8

米 … … … … …

穀物計 372.1 379.8 364.4 1.7 ▲ 4.1

小麦 165.9 165.1 156.2 ▲ 1.9 ▲ 5.4

粗粒穀物 164.5 172.5 166.3 4.0 ▲ 3.6

（とうもろこし） 131.1 129.1 123.4 0.9 ▲ 4.4

（ 大 麦 ） 22.9 29.3 26.3 2.3 ▲ 10.2

米 41.7 42.2 41.9 ▲ 0.4 ▲ 0.9

穀物計 511.9 541.9 539.7 7.4 ▲ 0.4

小麦 193.4 209.7 221.5 1.7 5.6

粗粒穀物 211.2 232.3 227.4 5.4 ▲ 2.1

（とうもろこし） 175.0 197.4 195.1 5.1 ▲ 1.2

（ 大 麦 ） 24.0 24.0 21.4 ▲ 0.3 ▲ 10.7

米 107.4 100.0 90.9 0.3 ▲ 9.2

穀物計 21.2% 22.0% 21.7% 0.3 ▲ 0.3

小麦 27.7% 29.6% 31.0% 0.2 1.4

粗粒穀物 17.1% 18.2% 17.7% 0.4 ▲ 0.5

（とうもろこし） 18.4% 20.1% 19.7% 0.6 ▲ 0.3

（ 大 麦 ） 17.0% 17.0% 15.1% ▲ 0.3 ▲ 1.9

米 22.3% 20.7% 18.6% 0.1 ▲ 2.1

資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、

          「Grain：World Markets and Trade」、「PS&D」(12 Aug 2015)

　注：期末在庫率の「前月予測からの変更」と「対前年度増減率」は、前月予測及び

　　　前年度とのポイント差である。

2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

年　度

貿
　
易
　
量

生
　
産
　
量

消
　
費
　
量

う
ち

、
飼
料
用

期
末
在
庫
量

期
末
在
庫
率



- 2 -

２ 2015/16年度の国際的な油糧種子需給の概要

＜米国農務省の見通し＞

○2015/16年度の油糧種子需給（予測）のポイント
油糧種子全体の生産量は、前年度より減少して5.3億トンとなるものの、

消費量5.2億トンを上回る見込み。
この結果、期末在庫量は前年度に比べ増加し、期末在庫率も18.4％と上

昇する見込み。

【生産量】 2015/16年度 前年度比 前月比
世界の油糧種子全体の生産量は、なたね等の減少により、前年度を下回

る見込み。
品目別には、大豆は、アルゼンチン、米国等で減少するものの、ブラジ

ル等で増加することから、前年度を上回る見込み。なたねは、インド等で
増加するものの、ＥＵ、カナダ等で減少し、前年度を下回る見込み。

【消費量】 2015/16年度 前年度比 前月比
世界の油糧種子全体の消費量は、堅調な搾油需要から、前年度を上回る

見込み。
品目別には、大豆は、中国、アルゼンチン等で搾油用の需要増等から、

前年度を上回り史上最高となる見込み。一方、なたねは、インド等で増加
するものの、ＥＵ、中国等で減少することから、前年度を下回る見込み。

【貿易量】 2015/16年度 前年度比 前月比
世界の油糧種子全体の貿易量は、前年度を上回り1.4億トンとなる見込み。
品目別には、大豆は、ブラジル、アルゼンチン等で増加し、前年度を上

回る見込み。一方、なたねは、カナダ、ウクライナ等で減少することから、
前年度を下回る見込み。

【期末在庫量】 2015/16年度 前年度比 前月比
世界の油糧種子全体の期末在庫量は、前年度より増加して1.0億トンとな

り、期末在庫率は18.4％と上昇する見込み。

表－２ 世界の油糧種子需給
(単位：百万トン）

予測値
前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

油糧種子計 505.9 537.1 529.1 ▲ 2.7 ▲ 1.5
うち、大豆 283.3 319.4 320.1 1.1 0.2
　　　なたね 71.5 71.8 64.6 ▲ 2.6 ▲ 10.1
　　　綿実 45.9 44.5 41.0 ▲ 1.1 ▲ 7.8
　　　ピーナッツ 41.2 39.6 41.4 ▲ 0.0 4.6
　　　ひまわり種 42.9 40.1 39.4 ▲ 0.1 ▲ 1.9
油糧種子計 494.3 515.1 522.8 1.4 1.5
うち、大豆 275.3 296.9 309.9 3.6 4.4
　　　なたね 69.7 71.7 68.2 ▲ 1.2 ▲ 4.9
　　　綿実 45.3 45.0 41.6 ▲ 1.0 ▲ 7.4
　　　ピーナッツ 40.5 39.4 40.2 ▲ 0.0 2.0
　　　ひまわり種 42.2 40.2 40.2 ▲ 0.0 ▲ 0.1
油糧種子計 419.5 437.0 446.0 1.8 2.1
うち、大豆 241.2 258.3 271.6 3.5 5.1
　　　なたね 66.8 68.7 65.3 ▲ 1.1 ▲ 5.1
　　　綿実 34.3 34.1 32.2 ▲ 0.5 ▲ 5.5
　　　ピーナッツ 17.8 17.6 17.9 - 1.5
　　　ひまわり種 38.4 36.6 36.5 ▲ 0.0 ▲ 0.1
油糧種子計 133.4 143.9 144.7 3.0 0.6
うち、大豆 112.6 124.3 127.2 3.8 2.3
　　　なたね 15.0 14.2 12.3 ▲ 0.8 ▲ 13.5
　　　綿実 0.8 0.6 0.6 0.1 0.0
　　　ピーナッツ 2.9 2.8 2.9 0.0 5.8
　　　ひまわり種 2.0 1.8 1.6 ▲ 0.1 ▲ 15.3
油糧種子計 77.6 94.2 96.1 ▲ 6.2 2.0
うち、大豆 62.7 80.6 86.9 ▲ 4.9 7.8
　　　なたね 7.1 6.9 3.4 ▲ 1.2 ▲ 50.8
　　　綿実 2.2 1.7 1.1 ▲ 0.1 ▲ 35.5
　　　ピーナッツ 2.4 2.3 2.9 0.2 30.2
　　　ひまわり種 2.9 2.4 1.5 ▲ 0.1 ▲ 38.8
油糧種子計 15.7% 18.3% 18.4% ▲ 1.2 0.1
うち、大豆 22.8% 27.1% 28.0% ▲ 1.9 0.9
　　　なたね 10.1% 9.6% 5.0% ▲ 1.7 ▲ 4.6
　　　綿実 4.7% 3.8% 2.7% 0.1 ▲ 1.2
　　　ピーナッツ 6.0% 5.7% 7.3% 0.5 1.6
　　　ひまわり種 6.9% 6.0% 3.7% ▲ 0.3 ▲ 2.3

資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、

          「Grain：World Markets and Trade」、「PS&D」(12 Aug 2015)

　注：期末在庫率の「前月予測からの変更」と「対前年度増減率」は、前月予測及び

　　　前年度とのポイント差である。
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３ 各国における輸出規制の動き（2015年８月現在）

2010年８月のロシアの干ばつによる小麦等の輸出禁止措置以降、これに追随して旧ソ連諸国等が穀物の輸出規制を実施したが、2011年に入り穀物
の生産が回復してきたこともあり、当該規制措置を緩和する動きが顕著となった。

主な輸出国における輸出規制の状況
2010年８月５日、ロシアのプーチン首相は、干ばつによる穀物の減産から８月15日以降の小麦、大麦等の穀物の輸出禁止を決定した。これに続き、旧

ソ連諸国では､ウクライナが2010年10月19日以降、小麦等の穀物の輸出割当を導入し､カザフスタンも油糧種子の輸出を禁止した。
2011年に入り、干ばつ等からの回復による小麦･大麦の単収向上による穀物生産量の回復が見込まれたこと等から、ロシアは穀物の輸出禁止措置を

2011年７月１日から解除した。ウクライナにおいても、小麦･とうもろこしの豊作が見込まれたことから、2011年10月22日より、これらに係る輸出税を廃
止。大麦についても当初期限通り2012年1月に廃止された。
インドにおいても、小麦の生産量が史上最高の87百万トンとなることが見込まれる中で米や小麦等の穀物在庫が積み上がり、備蓄スペースの問題が深

刻化。このため、2011年９月８日、４年にわたる小麦及び米(非バスマティ米)の輸出禁止措置を解除し、輸出枠を設定。
アルゼンチンでは、輸出規制に対して生産者や穀物輸出業者の反対が強いため、各年度の作況を踏まえつつ輸出枠数量を調整。
2012/13年度は、ロシアやウクライナで乾燥被害等による穀物の大幅減産が見込まれ、ウクライナでは2012年10月24日に農相が「11月15日から小麦の輸

出は禁止されるだろう」と発言したが実施はされなかった。ロシアでは農相が2012年11月７日の「穀物の国家備蓄在庫売却に関する作業部会」で穀物輸
出の制限は不適と言明。一方、アルゼンチンでは2012年６月に2012/13年産小麦の輸出枠を600万トンに設定したが、国内需給を満たすため12月に450万ト
ンに下方修正。
2013/14年度は、アルゼンチンがとうもろこしの増産見込みを受け、当初から輸出枠を1,600万トンと多めに設定。また、小麦については2012/13年度に

輸出枠を下方修正した経験を踏まえ、輸出枠を150万トンに設定し、2014年１月13日、２月28日、４月27日にそれぞれ50万トンずつ段階的に輸出を許可し
た上で、10月22日に輸出枠を50万トン追加して合計200万トンに拡大。
2014/15年度は、アルゼンチンが2014年11月にとうもろこし800万トン、小麦150万トンの輸出枠を設定。2014年12月、2015年２月､６月､７月にそれぞれ

小麦の輸出枠を追加し、合計520万トンに拡大。2015年４月、７月にとうもろこしの輸出枠をそれぞれ追加し、合計1,550万トンに拡大。
なお、ロシアは、2014年12月25日、 原油価格の下落、ウクライナ情勢に基づく経済制裁等を背景にルーブルが下落し、ドル建て取引の穀物輸出が進む

とともに、国内価格が上昇し、政府買入在庫の積み増しも困難になったため、2015年２月１日～2015年６月30日の予定で、小麦に輸出税(15％＋7.5ユー
ロ／トン。ただし、35ユーロを下回らない。)を導入されたが５月15日に撤廃。なお、７月１日から新たな輸出税を導入。

＜2010年８月以降の輸出規制等の主な動き＞

◇ ロ シ ア：小麦、大麦、とうもろこし等の穀物の輸出禁止措置を実施(2010年８月15日～2011年６月30日)。
小麦に輸出税を賦課(2015年２月１日～2015年６月30日)。５月15日から輸出税を廃止。７月１日から新たな輸出税を導入。

◇ ウクライナ：小麦、大麦、とうもろこし、ライ麦、そばの輸出割当を実施(2010年10月19日～2011年６月30日)。
とうもろこしは2011年５月５日、小麦･大麦は2011年６月３日にそれぞれ規制廃止。

：小麦、大麦、とうもろこしに輸出税を賦課(2011年7月1日～2012年1月1日)。10月22日から小麦及びとうもろこしの輸出税を廃止。
◇ イ ン ド：小麦、米（非バスマティ米）の輸出禁止措置を解除し、それぞれについて200万トンの輸出枠を設定（2011年９月８日）。

2012年２月７日、非バスマティ米の輸出枠を400万トンに引き上げ。
◇ ｱ ﾙ ｾ ﾞ ﾝ ﾁ ﾝ：2012/13年度の小麦の輸出枠を2012年６月に600万トンに設定。その後、12月に450万トンへ下方修正。

2012/13年度のとうもろこしの輸出枠を2012年７月に1500万トンに設定。その後、2013年３月及び９月の２回に分けて輸出枠に計500万ト
ン追加し、合計2000万トンに拡大。
2013/14年度のとうもろこしの輸出枠を2013年６月に1600万トンに設定。
2013/14年度の小麦の輸出枠を150万トンに設定した上で、2014年１月、２月、４月にそれぞれ50万トンずつ段階的に輸出許可。その後､10
月に輸出枠に50万トン追加して合計200万トンに拡大。
2014/15年度のとうもろこしの輸出枠を2014年11月に800万トンに設定｡その後､2015年４月､７月にそれぞれ追加し合計1,550万トンに拡大
2014/15年度の小麦の輸出枠を2014年11月に150万トンに設定。その後、2014年12月と2015年２月、６月、７月にそれぞれ追加し、合計520
万トンに拡大。

資料：ＩＧＣ(国際穀物理事会）、各国政府公表資料等による。
注：なお、青字は輸出規制の緩和措置
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○ 世界の穀物消費量は、途上国の人口増、所得水準の向上等に伴い、1970年に比べ2.2倍の水準に増加している。
一方、生産量は、主に単収の伸びにより消費量の増加に対応している。 

○ 2015/16年度の期末在庫率は、生産量が消費量を下回り、21.7％と2014/15年度(22.0％)に比べ低下する見込み。 

□ 穀物（米、とうもろこし、小麦、大麦等）の需給の推移 

資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」(August 2015)、「Grain: World Markets and Trade」、「PS&D」 
（注）なお、 「Grain: World Markets and Trade」、「PS&D」 については、公表された最新のデータを使用している。 

 資料１ 穀物の生産量、消費量、期末在庫率の推移 
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□ 穀物等の国際価格の動向 

注：小麦、とうもろこし、大豆は、各月ともシカゴ商品取引所の第１金曜日の期近終値の価格である。 

   米は、タイ国家貿易取引委員会公表による各月第１水曜日のタイうるち精米100％２等のＦＯＢ価格である。 
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注１：各月第1金曜日(米は第1水曜日）に加え、直近の最終金曜日（米は最終水 
   曜日の価格）を記載。                                              
注２：過去最高価格については、米はタイ国家貿易取引委員会の公表する価格 
   の最高価格、米以外はシカゴ商品取引所の全ての取引日における期近終 
   値の最高価格。 
注３：図中の倍率は２００６年秋頃と比較した直近の価格水準。 

大豆 
328.2ドル 

1.6倍 
過去最高 
650.7ドル 
(2012.9.4) 

とうもろこし 
143.0ドル 
1.6倍 

過去最高 
327.2ドル 
(2012.8.21)  

小麦 
175.3ドル 
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過去最高 
470.3ドル 
 (2008.2.27) 

米 
377ドル 
1.2倍 

過去最高 

1,038ドル 
(2008.5.21) 

○ 穀物等の国際価格は、2012年の高値から大きく値を下げたものの、現在でも、2006年秋頃に比べ依然として1.2～1.6倍の水準。 
 ・ 2012年6月以降の米国の高温・乾燥の影響から、とうもろこしは、8月に史上最高値（327.2ドル/トン）、大豆は、9月に史上最高値（650.7ドル/ 
  トン）。2013年7月以降、とうもろこし・大豆共に、米国産の豊作見込みから低下していたが、2014年2月以降、堅調な輸出需要や南米の大豆の作柄懸 
  念から一時上昇。また小麦は、2012年6月以降、とうもろこしに追随して上昇。その後低下したものの、2014年2月以降、米国での乾燥・凍害懸念等 
    から一時上昇。 
   2014年5月以降、とうもろこし・大豆は、米国の順調な生育、小麦は、世界在庫量が潤沢なこと等から共に低下。2014年10月以降、米国、黒海沿岸の 
  凍害懸念等により一時上昇したものの、2015年1月以降、南米の豊作見込み等により低下。 
 ・  米は、タイで担保融資制度の再導入の動き等により、2011年6月以降上昇していたが、2013年7月以降、安価なインド産等への輸出需要のシフトや 
  タイで担保融資制度見直しによる政府在庫放出等から低下。2014年5～8月の、タイ政府による輸出停止により一時上昇。 
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 資料２ 穀物等の国際価格の動向（ドル/トン） 
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平成26年11月～平成27年6月の食品小売価格の動向 
【参考】平成27年5月～7月の 
食品小売価格の動向（速報値） 

○ 食品価格動向調査における、７月の食パンの価格が上昇。 これは、H27年7月より、急激な円安及び需要増加   
     による原材料の高騰を理由として、主要メーカーにおいてパン類が値上げされたためだと推察される。 

H24 H25

上昇率
（6月/24平均）

生鮮食品を
除く食料

99.7 99.6 104.0 104.0 104.2 104.3 104.4 104.9 105.1 105.3 5.6%

食パン 100.8 99.9 102.3 102.4 102.2 102.1 102.3 102.5 102.6 102.8 2.0%

即席めん 99.2 98.7 101.2 101.1 104.4 107.5 108.2 107.5 107.8 107.4 8.3%

豆腐 96.7 95.1 99.9 99.9 100.1 100.1 100.1 100.4 100.6 100.4 3.8%

食用油
（キャノーラ油）

99.7 100.2 98.5 98.2 98.2 98.3 97.1 98.3 98.0 97.5 -2.2%

みそ 98.3 96.3 96.7 96.5 97.4 97.4 96.4 96.7 97.1 96.1 -2.2%

チーズ 97.0 95.5 110.1 110.0 108.7 107.8 108.8 110.0 109.8 109.5 12.9%

バター 103.8 105.0 112.5 111.4 111.8 112.0 112.2 115.2 116.4 116.2 11.9%

マヨネーズ 96.8 100.1 108.8 107.6 108.9 107.3 105.1 106.6 105.9 106.2 9.7%

消費者物価指数（総務省）

品目 平均

注1：平成22年の平均値を100とした指数で表記している。

11月 12月 3月 5月1月

H27

4月2月

資料：総務省消費者物価指数

平均 6月

H24 H25 H26

上昇率
(7月/6月)

上昇率
(7月/24平均)

食パン 97.6 96.2 99.3 100.1 100.3 102.1 1.8% 4.6%

即席めん 107.4 106.6 109.1 117.7 117.5 117.7 0.2% 9.6%

豆腐 101.5 99.3 101.9 103.5 102.8 102.8 0.0% 1.3%

食用油
（ｷｬﾉｰﾗ油）

90.8 91.2 91.2 89.9 89.7 89.4 -0.3% -1.5%

みそ 118.0 117.2 119.7 121.3 121.0 120.9 -0.1% 2.5%

チーズ 113.0 111.0 125.4 128.9 129.4 129.0 -0.3% 14.2%

バター 106.0 107.6 112.0 119.2 119.2 119.7 0.4% 12.9%

マヨネーズ 99.6 103.7 112.2 111.2 110.7 110.3 -0.4% 10.7%

資料：農林水産省加工食品小売価格調査
注1：　平成20年1月の価格を100とした指数で表記している。ただし、バターについ
ては平成20年5月の価格を100とした指数で表記している。
注2：調査結果は毎週調査の平均値で算出。
注3：マヨネーズのH24平均値は調査を開始した平成24年10月～12月平均。

平均 平均

H27

5月 6月 7月

食品価格動向調査（農林水産省）

品目 平均

資料３ 平成26年11月以降の食品小売価格の動向 
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H26 



3.0(51.8) 

資料：財務省：「貿易統計」 （概算値） 
単位：百万トン、（ ）は輸入シェア 

日本の国別小麦輸入量（２０１４年） 世界の小麦生産量 

世界の小麦輸出量 

＜参考＞世界の小麦輸入国  (2015/16) 
－世界輸入量全体の33%を上位７カ国が、残る67%を117カ国が占める－ 日本の小麦生産量 

 2012年：85.8万トン 
 2013年：81.2万トン 
 2014年：85.2万トン 

                 （確報） 
（資料：農林水産統計） 

1.8(31.2) 

0.9(16.1) 

2015/16 
予測値 

7.3億トン 

2015/16 
予測値 

1.6億トン 

- 7 - 

資料４ 世界の小麦生産量と輸出量/日本の輸入量(2015年８月現在） 

資料：USDA 「PS&D」    

ＥＵ 
20% 

中国 
18% 

インド 
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米国 
8% 

カナダ 
4% 

豪州 
4% 

その他 
26% 

ＥＵ 
20% 

米国 
16% 

ロシア 
15% 

豪州 
12% 

カナダ 
12% 

ウクライナ 
8% 

カザフスタン 
4% 

その他 
14% 

エジプト 
7.4 

インドネシア 
5.2 

アルジェリア 
5.0 

ブラジル 
4.2 

ＥＵ 
4.2 

日本 
3.7 

フィリピン 
2.9 その他 

67.4 



－８－ 
資料５ 世界のとうもろこし生産量と輸出量/日本の輸入量(2015年８月現在） 

12.6(83.6) 

資料：財務省：「貿易統計」 （概算値） 
単位：百万トン、（ ）は輸入シェア 

資料：USDA 「PS&D」    

日本の国別とうもろこし輸入量（２０１４年） 世界のとうもろこし生産量 

世界のとうもろこし輸出量 

2015/16 
予測値 

1.2億トン 

1.3(8.3) 

0.9(6.0) 

2015/16 
予測値 

9.9億トン 

- 8 - 

0.2(1.2) 

＜参考＞世界のとうもろこし輸入国 (2015/16) 
      －ＥＵがわずかながら日本を抜き、世界一のとうもろこし輸入国－ 

米国 
35% 

中国 
23% 

ブラジル 
8% 

ＥＵ 
6% 

ｳｸﾗｲﾅ 3% 

ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ 3% 
メキシコ 2% 

その他 
20% 

米国 
38% 

ブラジル 
19% 

ウクライナ 
14% 

アルゼンチン 
13% 

ロシア 3% 
パラグアイ 2% 

インド 2% 
その他 

9% 

ＥＵ 
12.3 

日本 
12.2 

メキシコ 
8.5 

韓国 
8.2 

エジプト 
6.6 

コロンビア 
3.7 

サウジアラビア 
3.7 

その他 
44.8 



1.8(65.4) 

資料：財務省：「貿易統計」 （概算値） 
単位：百万トン、（ ）は輸入シェア 

日本の国別大豆輸入量（２０１４年） 
世界の大豆生産量 

世界の大豆輸出量 

＜参考＞世界の大豆輸入国  (2015/16) 
      －世界の約64％を中国が輸入－ 

日本の大豆生産量 
 2012年：23.6万トン 
 2013年：20.0万トン 
 2014年：23.2万トン 

（確報） 
（資料：農林水産統計） 

0.3(12.2) 

0.6(20.9) 

2015/16 
予測値 

3.2億トン 

2015/16 
予測値 

1.3億トン 

- 9 - 

資料６ 世界の大豆生産量と輸出量/日本の輸入量(2015年８月現在） 

資料：USDA 「PS&D」    
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Ⅰ 穀物
１ 小麦

(1) 国際的な小麦需給の概要（詳細は右表を参照）

＜米国農務省（USDA）の見通し＞

【生産量】 2015/16年度 前年度比 前月比
生産量は、ＥＵ、インド等で減少するものの、中国、米国等で増加することから、

世界全体では史上最高となった前年度を更に上回る726.6百万トンとなる見込み。
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で上方修正され、国別には、ロシアで上

方修正、カナダ、米国、ＥＵで下方修正された。

【消費量】 2015/16年度 前年度比 前月比
消費量は、中国で飼料用需要の減退等に伴い減少するものの、インド、米国等で増

加することから、世界全体では史上最高の714.7百万トンとなる見込み。
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で上方修正され、国別には、ＥＵ、ロシ

アで上方修正、インドで下方修正された。

【貿易量】 2015/16年度 前年度比 前月比
世界全体の貿易量は、前年度より減少し、156.2百万トンとなる見込み。
国別には、輸出国では、米国、ウクライナ等で増加し、カナダ、ＥＵで減少する見

込み。輸入国では、アルジェリア等で増加し、イラン等で減少する見込み。
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で下方修正され、輸出国では、ロシア、ウ

クライナで上方修正、カナダ、米国で下方修正、輸入国では、イランで下方修正された。

【期末在庫量】 2015/16年度 前年度比 前月比
期末在庫量は、前年度より増加し、世界全体では221.5百万トンとなる見込み。
国別には、インド等で在庫が取り崩されるものの、中国、米国等で積み増しされる

見込み。世界全体の期末在庫率は31.0％と前年度より上昇する見込み。
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で上方修正され、国別には、中国、米国、

カナダで上方修正、ＥＵ、イランで下方修正された。

表－１ 世界の小麦需給（米国農務省）
(単位：百万トン）

予測値
前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

 生　産　量 715.1 725.3 726.6 4.6 0.2 
ＥＵ 144.4 156.5 147.8 ▲ 0.1 ▲ 5.5 
中国 121.9 126.2 130.0 - 3.0 
インド 93.5 95.9 90.0 - ▲ 6.1 
米国 58.1 55.1 58.1 ▲ 0.3 5.4 

ロシア 52.1 59.1 60.0 3.0 1.6 
カナダ 37.5 29.3 26.5 ▲ 1.0 ▲ 9.6 
豪州 25.3 23.7 26.0 - 9.9 

 消　費　量 698.8 708.9 714.7 0.5 0.8 
   うち飼料用 126.7 134.5 136.1 2.9 1.2 

中国 116.5 118.0 116.5 - ▲ 1.3 
ＥＵ 117.2 123.9 124.9 0.8 0.8 
インド 93.9 93.1 95.8 ▲ 0.2 2.9 
ロシア 34.1 35.5 36.5 0.5 2.8 
米国 34.2 31.4 33.7 - 7.4 
パキスタン 24.1 24.5 24.6 - 0.4 
エジプト 18.5 19.1 19.6 - 2.6 

 貿　易　量 165.9 165.1 156.2 ▲ 1.9 ▲ 5.4 
（輸出）
ＥＵ 32.0 35.2 31.0 - ▲ 11.9 
米国 32.0 23.3 25.2 ▲ 0.7 8.3 
カナダ 23.3 24.0 18.0 ▲ 1.5 ▲ 25.0 
ロシア 18.6 22.7 23.0 1.0 1.3 
豪州 18.6 17.0 18.5 - 8.8 
ウクライナ 9.8 11.3 13.0 0.5 15.0 
カザフスタン 8.1 6.0 6.0 - - 
（輸入） 158.2 160.3 155.1 ▲ 0.2 ▲ 3.2 
エジプト 10.2 11.2 11.5 - 2.7 
インドネシア 7.4 7.6 8.1 - 6.6 
アルジェリア 7.5 7.1 7.7 - 8.5 
ブラジル 7.1 6.0 6.5 - 8.3 
日本 6.1 5.9 5.8 - ▲ 1.3 
イラン 4.8 6.3 3.0 ▲ 1.0 ▲ 52.4 
ＥＵ 4.0 6.0 6.5 - 8.3 

 期末在庫量 193.4 209.7 221.5 1.7 5.6 
中国 65.3 74.6 89.3 0.5 19.7 
米国 16.1 20.5 23.1 0.2 12.9 
インド 17.8 17.2 11.9 - ▲ 30.8 
ＥＵ 9.9 13.2 11.7 ▲ 2.4 ▲ 11.6 
イラン 7.2 7.8 6.3 ▲ 1.0 ▲ 19.2 
カナダ 10.4 4.8 4.8 0.2 ▲ 0.8 
豪州 4.6 4.2 4.5 - 7.7 

 期末在庫率 27.7% 29.6% 31.0% 0.2 1.4 

資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、

           「Grain：World Markets and Trade」、「PS&D」、

           「World Agricultural Production」(12 August 2015)

2015/16
年　度 2013/14

2014/15
(見込み)

図－1 世界の小麦のシェア(2015/16年度)
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(2) 小麦の主要生産・輸出国等の需給状況
ア 米国

【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、収穫面積が増加するとともに単収も上昇することから前年度よ
り増加し、58.1百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より増加し、33.7百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より増加し、25.2百万トンとなる見込み。

期末在庫量は前年度より増加し、期末在庫率も39.3％に上昇する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2013/14年度の消費量で上方修正、輸出
量で下方修正、2014/15年度の消費量、輸入量で上方修正、輸出量で下方修
正、2015/16年度の生産量、輸出量、輸入量で下方修正された。結果として、
期末在庫量が上方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】
<冬小麦>

2015/16年度のは種作業は2014年９～11月に行われた。冬季に乾燥型の天候が
続いていた大平原中部・南部では、2015年４～５月の降雨により土壌水分量が
改善したものの、南部では降雨過多による病害や品質低下が懸念された。一方、
中西部の一部では６月以降の降雨過多による収穫遅延・品質低下が懸念されて
いたものの、７月以降、天候が回復し、収穫作業の遅れを取り戻した。米国農
務省 (USDA)｢Crop Progress｣(2015.8.10)によれば、主要18州の８月９日時点の
収穫進捗率は97％と前年同期(94％)、５ヶ年平均(90％)を上回った。(図-２)

<春小麦>
は種作業は、主産地の北部で好天に恵まれて例年を上回るペースで進展し、５

月下旬にほぼ終了。USDA「Crop Progress」(2015.8.17)によれば､８月16日時点
の主要６州の作柄評価は、良/やや良の割合が70％(前年同期68％)、収穫進捗率
は53％と、前年同期(15％)、５ヶ年平均(31％)を上回っている。(図-３)

【貿易情報】
USDA「Wheat Outlook」(2015.8.14)によれば、2015/16年度の小麦の輸出成約

高は、８月６日時点で9.0百万トンとなっている。

図－２ 冬小麦の収穫進捗率(主要18州平均) 図－３ 春小麦の出穂進捗率(主要６州平均)

資料：USDA「Crop Progress」をもとに農林水産省で作成
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我が国の輸入先国シェア１位(2014年数量ベース 51.8％）
世界の生産量シェア ５位(2015/16年度 8.0％）

輸出量シェア ２位(2015/16年度 16.1％）

表－２ 米国の小麦需給（市場年度：６月～翌年５月）

写真－１ 米国中南部 コロラド州東部ライモン

－収穫作業中の冬小麦畑－（2015年７月31日撮影）

写真提供：Tracy Zeorian 氏

(単位：百万トン）

予測値
前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 58.1 55.1 58.1 ▲ 0.3 5.4 
消　費　量 34.2 31.4 33.7 - 7.4 

  うち飼料用 6.1 3.1 5.4 - 74.4 

輸　出　量 32.0 23.3 25.2 ▲ 0.7 8.3 
輸　入　量 4.6 3.9 3.4 ▲ 0.1 ▲ 13.5 
期末在庫量 16.1 20.5 23.1 0.2 12.9 
期末在庫率 24.3% 37.5% 39.3% 0.8 1.8 

（参考）

収穫面積(百万ha) 18.35 18.77 19.61 - 4.5 
単収(t/ha) 3.17 2.94 2.96 ▲ 0.02 0.7 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
           「Grain：World Markets and Trade」、
           「World Agricultural Production」(12 August 2015)

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16
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イ カナダ
【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、前年度より減少し、26.5百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より減少し、9.0百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より減少し、18.0百万トンとなる見込み。

期末在庫量はほぼ前年度並み、期末在庫率は17.6％に上昇する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2014/15年度の輸出量で上方修正、期末
在庫量で下方修正、2015/16年度の生産量、輸出量で下方修正された｡ 結果
として、期末在庫量が上方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】
<冬小麦>

2015/16年度のは種作業は、大豆の収穫遅延により作業が遅延したものの、
2014年12月上旬に終了した。2015年５月時点では休眠明けの作物の状態は総じ
て良好であったが、その後の乾燥型の天候を受けて作柄はまちまちとなってい
る。収穫作業は既に開始されている。

<春小麦>
生産量の大半を占める春小麦のは種作業は４月下旬から開始され、西部では

平年を上回るペースで進展し、例年より少し早い６月中旬にほぼ終了した。し
かしながら、穀物主産地であるプレーリー(アルバータ州南東部からマニトバ州
南西部の平原)では非常に乾燥した状態が続いたため、例年よりも発芽率が低く、
発育も阻害された模様。

カナダ農務農産食品省 (AAFC)「Outlook for principal field crops」(2015.
7.21)によれば、西部のアルバータ州及びサスカチュワン州では非常に乾燥して
いるため、単収は平年を下回る見込みで、乾燥状態が継続すれば更に下方修正
される可能性もある。

サスカチュワン州農務食品省「Crop Report」(2015.8.20)によれば、温暖で
比較的乾燥した天候により多くの地域で穀物の生育が急速に進展し、収穫作業
が開始された。８月12日時点の単収見込みは、硬質春小麦2.29トン/ヘクタール、
デュラム小麦1.68トン/ヘクタール、その他の春小麦2.82トン/ヘクタール。

アルバータ州農務地方開発省「Albarta Crop Report」(2015.8.14)によれば、
一部産地では春の乾燥の悪影響が残っているものの､７月中旬以降､大半の産地
で降水量が平年並みに戻ったため､作柄が改善して登熟が急速に進展し､収穫作
業が開始された｡８月11日時点の収穫進捗率は､春小麦が3.8％、デュラム小麦が
6.5％｡

マニトバ州農務食品地方開発省「Crop Report」(2015.8.17)によれば、８月
上旬の気温は平年を上回り、作物の成熟が急速に進展し、収穫作業も続いてい
る。春小麦の品質はこれまでのところ良好だが、穀粒は前年度より小さい模様。

【貿易情報・その他】
カナダ穀物協会(CGC)「Grain Statistics Weekly」によれば、2014/15年度の

輸出量累計は、2015年７月31日時点で普通小麦17.6百万トン(対前年同期比1.7
％増)、デュラム小麦4.6百万トン(同4.4％減)。

我が国の輸入先国シェア２位（2014年数量ベース 31.2％）
世界の生産量シェア ６位（2015/16年度 3.6％）

輸出量シェア ５位（2015/16年度 11.5％）

表－３ カナダの小麦需給（市場年度：８月～翌年７月）

写真－２ カナダ西部 アルバータ州
－登熟期を迎えつつある春小麦畑（は種：４月24日）－

(2015年８月１日撮影)

写真提供：Gerry Good氏

(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 37.5 29.3 26.5 (27.1) ▲ 1.0 ▲ 9.6 
消　費　量 9.4 11.3 9.0 (8.6) - ▲ 20.6 

  うち飼料用 4.2 6.0 3.8 (3.9) - ▲ 36.7 

輸　出　量 23.3 24.0 18.0 (21.0) ▲ 1.5 ▲ 25.0 
輸　入　量 0.5 0.5 0.5 (0.1) - ▲ 4.2 
期末在庫量 10.4 4.8 4.8 (4.9) 0.2 ▲ 0.8 
期末在庫率 31.7% 13.6% 17.6% (16.6%) 1.6 4.0 

（参考）

収穫面積(百万ha) 10.44 9.46 9.60 (9.58) - 1.5 
単収(t/ha) 3.59 3.10 2.76 (2.83) ▲ 0.10 ▲ 11.0 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
  　  　 　「Grain：World Markets and Trade」、
           「World Agricultural Production」(12 August 2015)
  　　AAFC 「Outlook For Principal Field Crops」（21 July 2015）

予測値､（　）はAAFC
年　度 2013/14

2015/162014/15
(見込み)
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ウ 豪州
【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、前年度より増加し、26.0百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より増加し、7.3百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より増加し、18.5百万トンとなる見込み。

期末在庫量は前年度より増加し、期末在庫率も17.4％に上昇する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は行われていない。

【生育進捗状況及び作柄】

2015/16年度のは種作業は2015年３～５月頃に行われた。西部のウエスタン
・オーストラリア州では、３～４月の降雨を受けて、は種や発芽の条件は総じ
て良好となったが、東部のビクトリア州及びニューサウスウェールズ州北部の
一部では乾燥型の天候によりは種作業が停滞した。６月は、東部では降雨によ
り土壌水分量が維持され、温暖な気候と相まって生育が進展したが、西部では
更なる降雨が必要な状況となっていた。

米国農務省(USDA)「World Agricultural Weather Highlights」(2015.8.12)
によれば、７月は、乾燥状態が続いていたウエスタン・オーストラリア州では、
月末にまとまった降雨があり、単収見込みが改善した。東南部のサウス・オー
ストラリア州、ビクトリア州で降水量が平年を下回ったものの、総じて必要な
土壌水分量は維持され、作物の生長が進展した。ニューサウスウェールズ州、
クイーンズランド州南部では、頻繁に雨が降り、単収見込みはやや良/良好の状
態が維持された。

現地調査会社によれば、７月末時点の生育進捗は、ウエスタン・オーストラ
リア州、ニューサウスウエールズ州南部、ビクトリア州では概ね分げつ期を迎
えており、ニューサウスウエールズ州北部、クイーンズランド南部では出穂が
開始している。

豪州農業資源経済科学局(ABARES)「Agricultural commodities」(2015.6.16)
によれば、2015/16年度の生産量は、前年度(23.7百万トン)と同水準の23.6百
万トンとなる見込み。は種面積は、なたねからの作付転換によりウエスタン・
オーストラリア州等でわずかに増加するものの、ひよこ豆への作付転換により
クイーンズランド州で減少することから、前年度より減少する見込み。

【貿易情報・その他】

豪州気象局(BOM)｢ENSO Wrap-Up｣(2015.8.18)によれば、2015年のエルニーニ
ョ現象は、引き続き強まっており、年末までに同現象が終了する可能性は低い。
熱帯太平洋の水温は同現象の基準を大きく上回り、貿易風も一貫して弱まって
いる。なお、同局によれば、同現象の発生年は、豪州東部で冬と春の降水量が
平年を下回り、南半分で年後半の日中の平均気温が平年を上回る傾向があるが、
豪州の天候に影響を与える要因は同現象以外にもあると指摘。

我が国の輸入先国シェア３位（2014年数量ベース 16.1％）
世界の生産量シェア ７位（2015/16年度 3.6％）

輸出量シェア ４位（2015/16年度 11.8％）

表－４ 豪州の小麦需給（市場年度：10月～翌年９月）

写真－３ ニューサウスウェールズ州南部 ヤーロングクリーク

－分げつ期を迎えた小麦畑に除草剤を散布する様子－

（2015年７月30日撮影）

写真提供：Australian Crop Forecasteres

(単位：百万トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 25.3 23.7 26.0 (23.6) - 9.9 
消　費　量 7.0 7.2 7.3 (…) - 1.8 

  うち飼料用 3.6 3.8 3.9 (…) - 2.6 

輸　出　量 18.6 17.0 18.5 (16.5) - 8.8 
輸　入　量 0.2 0.2 0.2 (…) - - 
期末在庫量 4.6 4.2 4.5 (…) - 7.7 
期末在庫率 17.8% 17.3% 17.4% (…) - 0.1 

（参考）

収穫面積(百万ha)※ 12.63 13.81 13.80 (13.79) - ▲ 0.1 
単収(t/ha) 2.00 1.71 1.88 (1.71) - 9.9 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
  　　　   「Grain：World Markets and Trade」、
           「World Agricultural Production」(12 August 2015)
     ABARES「Agricultual commodities」（16 June 2015) (※ABARESは作付面積）

予測値､（　）はABARES
年　度 2013/14

2014/15
(見込み)

2015/16
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エ ＥＵ
【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、収穫面積が減少するとともに単収も低下することから、前年度
より減少し、147.8百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より増加し、124.9百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より減少し、31.0百万トンとなる見込み。

輸入量は、前年度より増加し、6.5百万トンとなる見込み。

期末在庫量は前年度より減少し、期末在庫率も7.5％に低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2013/14年度の消費量で上方修正、期末
在庫量で下方修正、2014/15年度の消費量、輸出量で上方修正、期末在庫量
で下方修正、2015/16年度の消費量で上方修正、生産量で下方修正された。
結果として、期末在庫量が下方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

<冬小麦>
2015/16年度のは種時期(2014年秋)の気象条件は総じて良好で、は種作業は

2014年12月上旬にほぼ終了した。

例年より温暖となった2015年３月頃から作物は冬季の休眠から明けて生長を
再開した。５月には、西部や南東部で開花期を迎えた作物が降雨に恵まれ、中
部でも平年を上回るペースで生育が進展し、出穂期を迎えた。６月には、例年
より高温乾燥型の天候を受けて土壌水分量が低下し、生殖成長期から登熟期を
迎えていた作物の単収見込みが低下したものの、作物の成熟や収穫作業は遅れ
ることなく進展した。

米国農務省(USDA)「World Agricultural Weather Highlights」(2015.8.12)
によれば、７月は、中部では平年を上回る高温乾燥型の天候に見舞われ、作物
の成熟や収穫作業は進展したものの、この天候のため今秋からの冬作物の作付
けに必要な土壌水分量が減少した。一方、英国やバルト諸国では温暖で降雨も
あり、作物の登熟が促進された。

西部では月末の降雨が作柄回復に寄与したものの、東部では高温乾燥型の天
候が強まり、冬作物の作付けに必要な土壌水分量の低下が引き続き懸念されて
いる。

<春小麦>
2015/16年度のは種作業は2015年４月頃から開始され、温暖乾燥型の天候とな

った中央部や北部で作業が進展し、５月下旬にほぼ終了した。

ＥＵ委員会のMARS報告「Crop monitoring in Europe」(2015.7.27)によれば、
北部産地では６～７月にかけての降水量が平年を上回り、フィンランドでは開
花期を迎えた春作物に悪影響を与えた模様。

我が国の輸入先国シェア４位（2014年数量ベース 0.6％）
世界の生産量シェア １位（2015/16年度 20.3％）

輸出量シェア １位（2015/16年度 19.8％）

表－５ ＥＵの小麦需給（市場年度：７月～翌年６月)

写真－４ ドイツ中部 ニーダーザクセン州

－収穫期を迎えた冬小麦－(2015年８月２日撮影)

写真提供：Friederike Plumeyer 氏

(単位：百万トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 144.4 156.5 147.8 (147.3) ▲ 0.1 ▲ 5.5 
消　費　量 117.2 123.9 124.9 (124.9) 0.8 0.8 

  うち飼料用 49.0 54.5 56.0 (52.1) 1.0 2.8 

輸　出　量 32.0 35.2 31.0 (28.9) - ▲ 11.9 
輸　入　量 4.0 6.0 6.5 (4.8) - 8.3 
期末在庫量 9.9 13.2 11.7 (11.0) ▲ 2.4 ▲ 11.6 
期末在庫率 6.6% 8.3% 7.5% (7.2%) ▲ 1.6 ▲ 0.8 

（参考）

収穫面積(百万ha) 25.88 26.71 26.46 (26.69) ▲ 0.04 ▲ 0.9 
単収(t/ha) 5.58 5.86 5.59 (5.57) 0.01 ▲ 4.6 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
           「Grain：World Markets and Trade」、
           「World Agricultural Production」(12 August 2015)
      EU   「Balance Sheets For Cereals and Oilseeds and Rice」(30 July 2015)
           「Crop monitoring in Europe」(27 July 2015)

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

予測値､（　）はEU



- 6 -

オ 中国
【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、収穫面積が増加するとともに単収も上昇することから、史上最
高の130.0百万トンとなる見込み。

消費量は、飼料用需要の減退等から前年度より減少し、116.5百万トンと
なる見込み。

輸出量は、前年度より増加し、1.0百万トンとなる見込み。

輸入量は、前年度より増加し、2.2百万トンとなる見込み｡

期末在庫量は前年度より増加し、期末在庫率も76.0％に上昇する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2014/15年度の輸入量、期末在庫量で上
方修正、輸出量で下方修正、2015/16年度の輸入量で上方修正された。結果
として期末在庫量が上方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

<冬小麦>
2015/16年度のは種作業は､2014年９月下旬から開始され､気象条件に恵まれて

11月下旬にほぼ終了した。冬季の気温は総じて平年を上回り、休眠しない地域
では作物が順調に生長した。2015年２月の気温も高めとなり、黄淮地域(黄河及
び淮河流域に挟まれた地域)南部では例年より早く休眠明けを迎えた。４月は華
北平原から揚子江流域にかけて降水量が平年を上回り、生殖成長期を迎えた作
物の生長が進展した。６月は、揚子江中・下流域及び華北平原で適期の降雨に
恵まれ、作物の成熟が進んだ。

収穫作業は４月下旬に西南地区から開始され、７月中旬にほぼ終了した。

中国中央気象台「冬小麦全生育期 農業気象条件評価」(2015.7.16)によれば、
収穫作業は、大半の産地では好天に恵まれたたものの、揚子江中・下流域の一
部産地では５月末から６月初旬の大雨により収穫・乾燥作業が進まなかった模
様。

<春小麦>
は種作業は2015年３～５月に行われた。収穫作業は７月半ば頃から開始され

ている。

中国中央気象台「農業気象週報」によれば、西北地区及び華北地区の一部産
地では、７月の高温乾燥型の天候により春小麦の登熟に悪影響が見られた模様。

８月15日時点では、西北地区の大半と華北地区の内モンゴル自治区中部では
乳熟期、その他の地域で成熟期を迎えている。

【貿易情報・その他】

中国税関(海関)統計によれば、2015年１月～７月の小麦輸入量累計は169.6万
トン(対前年同期比36.5％減)となった。国別内訳は、豪州86.3万トン(同31.6％
減)、カナダ57.3万トン(同53.5％増)、米国19.0万トン(同75.7％減)。

（世界の生産量シェア ２位（2015/16年度 17.9％））

表－６ 中国の小麦需給（市場年度：７月～翌年６月）

写真－５ 寧夏回族自治区銀川市
ねいか かいぞく

－春小麦の収穫作業－(2015年７月25日撮影)

写真提供：アイ・シー・ネット(株)

(単位：百万トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 121.9 126.2 130.0 (127.5) - 3.0 
消　費　量 116.5 118.0 116.5 (121.6) - ▲ 1.3 

  うち飼料用 16.0 17.0 15.0 (22.0) - ▲ 11.8 

輸　出　量 0.9 0.8 1.0 (0.4) - 25.0 
輸　入　量 6.8 1.9 2.2 (1.8) 0.2 14.0 
期末在庫量 65.3 74.6 89.3 (71.9) 0.5 19.7 
期末在庫率 55.6% 62.8% 76.0% (58.9%) 0.4 13.2 

（参考）

収穫面積(百万ha) 24.12 24.06 24.15 (24.19) - 0.4 
単収(t/ha) 5.06 5.24 5.38 (5.27) - 2.7 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
           「Grain：World Markets and Trade」、
           「World Agricultural Production」(12 August 2015)
       IGC 「Grain Market Report」（30 July 2015)

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

予測値､（　）はIGC
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カ インド
【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、収穫面積が減少するとともに単収も低下することから前年度よ
り減少し、90.0百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より増加し、95.8百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より減少し、0.3百万トンとなる見込み。

輸入量は、前年度より増加し、0.8百万トンとなる見込み。

期末在庫量は前年度より減少し、期末在庫率も12.4％に低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、消費量、輸入量で下方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

2015/16年度のは種作業は、2014年のモンスーン期到来の遅れに伴う米の収穫
遅延により開始が遅れたものの、主産地の北部や中部でかんがい用水が十分と
なり、2014年12月には降雨にも恵まれたことから、ほぼ平年並みのペースで進
展し、2015年２月に終了した。小麦主産地である北部のパンジャブ州、ハリヤ
ナ州、ウッタル・プラデーシュ州では、は種作業が例年より早く終了し、栽培
期間の大半で良好な作柄が維持された。しかしながら、北部の一部産地では、
２～３月、登熟期～収穫期を迎えていた作物が時期はずれの降雨や嵐に見舞わ
れ、特にウッタル・プラデーシュ州北西部、ハリヤナ州南東部では、収穫遅延
や単収や品質の低下等の被害が報告されている。収穫作業は３～５月に行われ、
シーズン末期の天候は良好となった。

インド農業省の第３次生産高予想(2015.5.13)によれば、2015/16年度の生産
量は、史上最高となった前年度を5.1百万トン下回る90.8百万トンとなる見込み。

【貿易情報・その他】

インド食料公社(FCI)による2015/16年度の政府買入れは、2015年７月に終了
した。悪天候による品質悪化を受けて、2015年の小麦買入れの品質基準を緩和
したこと等により、生産量が減少したものの買入数量は28.1百万トンと前年(
28.0百万トン)を上回った。

インドは、政府在庫に関し、政府備蓄3.0百万トン、７月１日時点の緩衝在庫
24.58百万トンの計27.58百万トンを目標としている。FCIデータによれば、2015
年７月１日時点の政府在庫量は前月(40.4百万トン)から38.7百万トン(前年同期
39.8百万トン)に減少したものの、上記目標を４割程度上回っている。８月１日
時点では、在庫量は36.8百万トン(前年同期38.1百万トン)に減少し、在庫は引
き続き市場に放出されている。

2015/16年度の政府在庫は、前年度に引き続き自由市場(Open Market)を通じ
て販売が行われている。2015年の小麦買入れの品質基準緩和により保存可能期
間が短い小麦在庫を多く抱えているが、2015年４～７月の競売数量23.9百万ト
ンのうち、落札数量は0.1百万トンに留まっている。

なお、2015年８月７日、インドのジェートリー財務相は、2016年３月末まで
の間、小麦に対し10％の輸入関税を課す旨発表。

（世界の生産量シェア ３位（2015/16年度 12.4％））

表－７ インドの小麦需給（市場年度：４月～翌年３月）

写真－６ インド北部 デリー郊外ナジャフガルの卸売市場

－農家が搬入した小麦は、卸売業者が計量して袋に詰めて出荷－
（2015年８月14日撮影）

写真提供：K.G.Saxena 氏

(単位：百万トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 93.5 95.9 90.0 (89.0) - ▲ 6.1 
消　費　量 93.9 93.1 95.8 (95.4) ▲ 0.2 2.9 

  うち飼料用 4.8 4.5 4.8 (5.0) - 6.7 

輸　出　量 6.1 3.4 0.3 (0.5) - ▲ 91.2 
輸　入　量 0.0 0.1 0.8 (…) ▲ 0.2 1500.0 
期末在庫量 17.8 17.2 11.9 (11.2) - ▲ 30.8 
期末在庫率 17.8% 17.8% 12.4% (11.6%) 0.0 ▲ 5.4 

（参考）

収穫面積(百万ha) 30.00 31.53 30.60 (30.20) - ▲ 2.9 
単収(t/ha) 3.12 3.04 2.94 (2.95) - ▲ 3.3 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
           「Grain：World Markets and Trade」、
           「World Agricultural Production」(12 August 2015)
       IGC 「Grain Market Report」（30 July 2015)

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

予測値､（　）はIGC
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キ ロシア
【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、単収が史上最高の前年度を下回るものの過去５年平均を上回り、
収穫面積も増加することから前年度より増加し、60.0百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より増加し、36.5百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より増加し、23.0百万トンとなる見込み。

期末在庫量は前年度より増加し、期末在庫率も12.2％に上昇する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2014/15年度の輸出量で上方修正、期末
在庫量で下方修正、2015/16年度の生産量、消費量、輸出量で上方修正され
た。結果として、期末在庫量が上方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】
2015/16年度の収穫作業は2015年６月後半から開始され、ロシア農業省によれ

ば､８月14日時点の冬小麦･春小麦計の収穫済面積は12.9百万ヘクタール(進捗率
47.9％)､収穫量は42.0百万トン､平均単収は3.26トン/ヘクタールとなっている。

<冬小麦>
2015/16年度のは種作業は2014年８～10月に行われた。2014年秋の乾燥により

作物の発芽や生育が阻害され、一部産地では冬季の休眠中の降雪不足と相まっ
て作柄悪化が懸念された。2015年３月初旬以降、生長を再開した作物は、中旬
の低温で作物の生長が停滞したものの､その後は気温が上昇し、５月末には南部
産地で平年より７～10日早く出穂期に入った。６月には登熟に好適な高温乾燥
型の天候となり南部では収穫が開始された。現地調査会社によれば、中央黒土
地帯や沿ヴォルガ地域では、６月後半から７月前半にかけての降雨による収穫
遅延や品質劣化が懸念されている。また、南部では乾燥や約30年ぶりのバッタ
の大量発生による被害が懸念されている。

<春小麦>
2015/16年度のは種作業は2015年３月上旬から６月中旬に行われた。ウラル及

びシベリア連邦管区西部では、乾燥型の天候によりは種作業や作物の発芽が進
展したが、一部産地では５月初旬の大雨と低温により生育が遅延した。

ロシア気象センターによれば、６～７月は大半の産地で降雨があり、生育に
十分な土壌水分量が維持されたものの、強い降雨により一部産地では倒伏の被
害が発生した。一方、降雨不足の地域では葉の黄化や生育への影響が見られた。
７月の生育条件は総じて良好/並となり、作物は乳熟期を迎えている。

【貿易情報】
現地報道(2015.8.6)によれば、８月５日、グロムィコ農業省第一次官は、小

麦輸出関税の新たなメカニズムを協議する必要があるとして、現行の算出方法
を見直す用意があると述べた。同次官は、今年７月１日の小麦輸出関税導入以
降、穀物輸出量が半減し、価格も低下しているが、これは一時的な傾向である
と述べた。また、輸出拠点までの輸送コストが増加しており、生産者の価格形
成に影響を与える可能性があることも指摘した。

ロシア税関データによれば、2015/16年度(2015年７月～)の穀物全体の輸出量
は、８月９日時点で前年度同時期(485万トン)を46.3％下回る261万トンとなっ
た。うち小麦は166.2万トン。

世界の生産量シェア４位 （2015/16年度 8.3％）
輸出量シェア３位 （2015/16年度 14.7％）

表－８ ロシアの小麦需給（市場年度：７月～翌年６月）

写真－７ ロシア南部ヴォルゴグラード州エランスキー地区

－収穫後の畑を鋤き返し、来年度のは種の準備を進めている－
（2015年８月５日撮影）

(単位：百万トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 52.1 59.1 60.0 (55.0) 3.0 1.6 
消　費　量 34.1 35.5 36.5 (36.5) 0.5 2.8 

  うち飼料用 12.5 13.0 13.5 (14.0) 0.5 3.8 

輸　出　量 18.6 22.7 23.0 (21.4) 1.0 1.3 

輸　入　量 0.8 0.4 0.4 (0.5) - - 

期末在庫量 5.2 6.4 7.3 (5.3) 1.0 13.3 
期末在庫率 9.8% 11.0% 12.2% (9.2%) 1.4 1.2 

（参考）

収穫面積(百万ha) 23.40 23.64 25.70 (24.30) 0.20 8.7 
単収(t/ha) 2.23 2.50 2.33 (2.26) 0.09 ▲ 6.8 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
           「Grain：World Markets and Trade」、
           「World Agricultural Production」(12 August 2015)
       IGC 「Grain Market Report」（30 July 2015)

予測値､（　）はIGC
年　度 2013/14

2015/162014/15
(見込み)
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ク ウクライナ
【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、単収が低下するものの収穫面積が増加することから前年度より
増加し、25.5百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より増加し、12.7百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より増加し、13.0百万トンとなる見込み。

期末在庫量は前年度より減少し、期末在庫率も19.5％に低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2014/15年度の輸出量で下方修正、期末
在庫量で上方修正、2015/16年度の生産量、消費量、輸出量で上方修正され
た。結果として、期末在庫量が上方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

2015/16年度の収穫作業は2015年６月下旬から開始され､８月上旬にほぼ終了｡
ウクライナ農業政策・食料省によれば、８月13日時点の収穫済面積は6.75百万
ヘクタール(進捗率99％)、収穫量は26.6百万トン、単収は3.93トン/ヘクタール。

ウクライナ気象センターの予測では、2015年は多くの地域で穀物の品質が平
年並みとなる見込み。

<冬小麦>（生産量の９割以上）
2015/16年度のは種作業は2014年８月下旬～11月中旬に行われた。
2014年秋の降雨不足で発芽や生育が阻害され、休眠明けの2015年３月時点の

作柄は極めて悪かったものの、４～５月の降雨を受けて単収見通しが改善し、
５月中旬には、南部、中央部、北部では平年より１～３週間早く出穂が開始さ
れた。６月は、局地的な大雨・強風により北部では倒伏、中部では病害虫の被
害が発生し、南部の一部産地では乾燥による子実の生長不良が見られたものの、
作物の状態は総じて良好/並となり、下旬には、大半の産地で乳熟期～登熟期、
南部では成熟期を迎えて収穫が開始された。７月は、中旬に広範囲で降雨が観
測されて作業が遅延したものの、総じて温暖乾燥型の天候となり、大半の作物
は良好/並の状態を維持した。なお、南部では病害虫の被害が見られ、一部産地
では土壌水分過多による倒伏が見られた。

<春小麦>
2015/16年度のは種作業は、2015年３月中旬から６月初旬に行われた。
６月下旬の大雨で一部産地で倒伏、病害虫の被害が見られたものの、７月中

旬、主産地である北部・西部における成熟期を迎えた作物の気象条件は概ね並、
作物の状態は総じて良好/並となっている。

【貿易情報・その他】

ウクライナ税関によれば、2014/15年度(2014年７月～2015年６月)の小麦輸出
量は、2015年６月末までの累計で10.9百万トン(対前年度同時期比17.6％増)。

ウクライナ国家統計局によれば、2015年８月１日時点の小麦在庫量は17.5百
万トン、うち生産者(小規模生産者を除く)の在庫量は11.4百万トン。なお、穀
物全体の在庫量は24.5百万トン(前年同期比17％増)で、うち生産者の在庫量は
16.1百万トン(同16％増)、加工・保管業者の在庫量は8.4百万トン(同18％増)。

世界の生産量シェア ８位（2015/16年度 3.5％）
輸出量シェア ６位（2015/16年度 8.3％）

表－９ ウクライナの小麦需給（市場年度：７月～翌年６月）

写真－８ ウクライナ ドニエプロペトロフスク州(黒土地帯)
－収穫後の冬小麦畑－（2015年８月８日撮影）

来年度の冬小麦の播種準備は９月初めから開始予定

(単位：百万トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 22.3 24.8 25.5 (22.0) 1.5 3.0 
消　費　量 11.5 12.0 12.7 (12.2) 0.5 5.8 

  うち飼料用 3.4 4.0 4.5 (4.1) 0.5 12.5 

輸　出　量 9.8 11.3 13.0 (10.4) 0.5 15.0 

輸　入　量 0.1 0.1 0.1 (…) - - 

期末在庫量 3.7 5.2 5.0 (4.0) 0.7 ▲ 2.9 
期末在庫率 17.3% 22.2% 19.5% (17.7%) 2.0 ▲ 2.7 

（参考）

収穫面積(百万ha) 6.57 6.30 7.00 (6.80) 0.20 11.1 
単収(t/ha) 3.39 3.93 3.64 (3.24) 0.11 ▲ 7.4 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
           「Grain：World Markets and Trade」、
           「World Agricultural Production」(12 August 2015)
       IGC 「Grain Market Report」（25 June 2015)

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

予測値､（　）はIGC
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コ アルゼンチン

（世界の輸出量シェア ８位（2015/16年度 3.5％））
表－11 アルゼンチンの小麦需給(市場年度:12月～翌年11月）

【生育進捗状況及び作柄】

2015/16年度のは種作業は、2015年５月半ばから開始され、大半
の産地で温暖乾燥型の天候により前年度を上回るペースで進展し、
一部産地で乾燥により作業が遅延したものの７月下旬にほぼ終了
した。

ブエノスアイレス穀物取引所週報によれば、作付面積は前年度
比16％減の3.7百万ヘクタールとなる見込み。８月６日時点の作物
の生育進捗は、50％は分げつ期を迎えているが、早いものは節間
伸長期(4.6％)や出穂期(0.5％)となっている。なお、８月初旬以
降の大雨により、ブエノスアイレス州東部及び北東部、サンタフ
ェ州中央部及び南部、エンタリオス州の一部等において、多いと
ころで10日間の総雨量が300ミリメートルを超え、作付面積の約８
％に相当する30万ヘクタールで収穫ロスが発生する可能性がある
模様。

米国農務省(USDA)「World Agricultural Weather Highlights」
(2015.8.12)によれば、東部産地では大雨により一部で土壌水分過
多となっているが、西部産地では乾燥型の天候が続き、土壌水分
量は依然として低いままとなっている。

【貿易情報・その他】

アルゼンチン農牧漁業省農畜食糧衛生品質管理センター(SENASA)
によれば、2015年１～６月の小麦輸出量は276.8万トン(対前年同
期比126.0％増)となった。国別内訳は､ブラジルが222.4万トン(シ
ェア80.3％)と大半を占め、次いで、チリ13.3万トン(同4.8％)、
バングラデシュ8.7万トン(同3.1％)等となった。

(単位：百万トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 10.5 12.5 11.1 (12.5) ▲ 0.4 ▲ 11.2 
消　費　量 6.1 6.4 6.2 (5.5) - ▲ 3.1 

  うち飼料用 0.1 0.3 0.1 (0.4) - ▲ 66.7 

輸　出　量 2.3 5.5 5.5 (7.0) ▲ 1.2 - 

輸　入　量 0.0 0.0 0.0 (…) - ▲ 25.0 

期末在庫量 2.5 3.2 2.7 (4.1) 0.3 ▲ 16.4 
期末在庫率 30.0% 26.8% 22.8% (33.0%) 4.5 ▲ 4.0 

（参考）

収穫面積(百万ha) 3.50 4.20 3.70 (4.60) ▲ 0.10 ▲ 11.9 
単収(t/ha) 3.00 2.98 3.00 (2.72) ▲ 0.03 0.7 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
           「Grain：World Markets and Trade」、
           「World Agricultural Production」(12 August 2015)
       IGC 「Grain Market Report」（25 June 2015)

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

予測値､（　）はIGC

ケ カザフスタン

（世界の輸出量シェア ７位（2015/16年度 3.8％））
表－10 カザフスタンの小麦需給(市場年度:７月～翌年６月）

【生育進捗状況及び作柄】

2015/16年度のは種作業は、南部及び南東部では2015年３月下旬
から５月上旬に行われた。主産地の北部（アクモラ州、コスタナイ
州、北カザフスタン州）では５月中旬から開始され、大雨により作
業が中断したものの６月上旬にはほぼ終了した。

カザフスタン国家気象局によれば、７月は比較的温暖で一部産地
では降雨により土壌水分量が改善され、作物の生長には好適な状態
となったが、こうした天候は病害虫の発生も促進した。７月下旬時
点で、北部、西部、中央部の作物は出穂期～乳熟期を迎え、一部産
地では葉の黄化、アクモラ州では虫害・病害も見られるものの、作
柄は総じて良好/並となっている。南東部では作柄が良好で出穂期～
乳熟期、南部では成熟期を迎えている。

2015年８月15日、マムィトベコフ農相は、2015年の穀物収穫量は
平年を上回る見込みであり、播種時期は遅かったが穀物の状態は非
常に良好である旨発言。

【貿易情報・その他】

カザフスタン財務省税関監督委員会によれば､2014/15年度(2014
年７月～2015年６月)の小麦輸出量(関税同盟加盟国(ロシア、ベラ
ルーシ)を除く)は、2015年６月末までの累計で315.5万トン(対前年
度同時期比32.2％減)。

カザフスタン国家経済省経済委員会によれば、2015年８月１日時
点の小麦在庫量は4.1百万トン(７月１日時点4.7百万トン)。うち、
食料用は3.7百万トン(同4.2百万トン)、種子用は0.1百万トン(同
0.1百万トン)、飼料用は0.3百万トン(同0.4百万トン)。

(単位：百万トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 13.9 13.0 14.0 (13.5) 0.5 7.7 
消　費　量 6.8 6.8 6.8 (6.4) - - 

  うち飼料用 2.0 2.0 2.0 (2.0) - - 

輸　出　量 8.1 6.0 6.0 (6.5) - - 

輸　入　量 0.0 0.6 0.0 (0.2) - ▲ 95.0 

期末在庫量 2.0 2.8 4.0 (3.4) 0.5 44.2 
期末在庫率 13.4% 21.7% 31.3% (26.1%) 3.9 9.6 

（参考）

収穫面積(百万ha) 12.95 11.92 11.50 (13.50) - ▲ 3.5 
単収(t/ha) 1.08 1.09 1.22 (1.00) 0.05 11.9 
資料：USDA 「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
           「Grain：World Markets and Trade」、
           「World Agricultural Production」(12 August 2015)
       IGC 「Grain Market Report」（25 June 2015)

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

予測値､（　）はIGC
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２ とうもろこし

(1) 国際的なとうもろこし需給の概要（詳細は右表を参照）

＜米国農務省（USDA)の見通し＞

【生産量】 2015/16年度 前年度比 前月比
生産量は、中国等で増加するものの、米国、ＥＵ、ブラジル等で減少が見込まれる

ことから、世界全体では前年度を下回り、985.6百万トンとなる見込み。
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で下方修正され、国別には、米国、ブラ

ジル、ウクライナで上方修正、中国、ＥＵで下方修正された。

【消費量】 2015/16年度 前年度比 前月比
消費量は、日本等で減少するものの、中国、ブラジル等で増加が見込まれることか

ら、世界全体では前年度を上回り、史上最高の987.9百万トンとなる見込み。
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で下方修正され、国別には、米国で上方

修正、ＥＵ、中国、日本で下方修正された。

【貿易量】 2015/16年度 前年度比 前月比
世界全体の貿易量は、前年度より減少し、123.4百万トンとなる見込み。
国別には、輸出国では、ロシア等で増加し、ブラジル、ＥＵ等で減少する見込み。

輸入国では、ＥＵ、エジプト等で増加し、イラン、日本で減少する見込み。
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で上方修正され、輸出国では、ウクライ

ナ、ブラジル等で上方修正、セルビア、米国等で下方修正、輸入国では、ＥＵで上方
修正、日本で下方修正された。

【期末在庫量】 2015/16年度 前年度比 前月比
期末在庫量は、前年度より減少し、世界全体では195.1百万トンとなる見込み。
国別には、ブラジル、ＥＵ、米国等で在庫が取り崩されるものの、中国で積み増し

される見込み。期末在庫率は19.7％と、前年度より低下する見込み。
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で上方修正され、国別には、米国、ブラ

ジル等で上方修正、中国で下方修正された。

表－１ 世界のとうもろこし需給（米国農務省）
(単位：百万トン）

2014/15

(見込み) 予測値
前月予測

からの変更
対前年度
増減率(%)

生　産　量 990.8 1006.2 985.6 ▲ 1.5 ▲ 2.1
米国 351.3 361.1 347.6 4.0 ▲ 3.7
中国 218.5 215.7 225.0 ▲ 4.0 4.3
ブラジル 80.0 84.0 79.0 2.0 ▲ 6.0
ＥＵ 64.7 75.1 62.3 ▲ 3.5 ▲ 17.1
ウクライナ 30.9 28.5 27.0 1.0 ▲ 5.1
ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ 26.0 26.5 25.0 - ▲ 5.7
メキシコ 22.9 25.0 23.5 - ▲ 6.0
消　費　量 953.0 983.8 987.9 ▲ 3.2 0.4

　うち飼料用 573.7 596.9 605.6 ▲ 3.9 1.4
米国 293.0 301.1 302.9 1.7 0.6
中国 212.0 216.0 219.0 ▲ 1.0 1.4
ＥＵ 76.5 78.0 78.0 ▲ 2.0 0.0
ブラジル 55.0 57.0 59.0 - 3.5
メキシコ 31.7 34.1 34.0 - ▲ 0.3
インド 19.6 21.7 21.7 - 0.0
日本 15.1 14.9 14.8 ▲ 0.2 ▲ 0.7
貿　易　量 131.1 129.1 123.4 0.9 ▲ 4.4
（輸出）
米国 48.8 47.0 47.0 ▲ 0.6 0.0
ブラジル 21.0 27.0 24.0 1.0 ▲ 11.1
ウクライナ 20.0 19.0 17.5 1.5 ▲ 7.9
ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ 17.1 17.0 15.5 - ▲ 8.8
ロシア 4.2 2.9 4.0 0.5 37.9
ＥＵ 2.4 3.8 2.0 ▲ 0.5 ▲ 47.4
セルビア 1.7 2.9 1.8 ▲ 1.0 ▲ 37.9
（輸入）
日本 15.1 14.9 14.8 ▲ 0.2 ▲ 0.7
ＥＵ 15.9 9.0 15.0 1.0 66.7
メキシコ 11.0 10.3 10.3 - 0.0
韓国 10.4 10.0 10.0 - 0.0
エジプト 8.7 7.5 8.0 - 6.7
イラン 5.5 6.0 4.0 - ▲ 33.3
コロンビア 4.4 4.4 4.5 - 2.3
期末在庫量 175.0 197.4 195.1 5.1 ▲ 1.2
中国 77.3 81.3 90.2 ▲ 1.7 11.0
米国 31.3 45.0 43.5 2.9 ▲ 3.3
ブラジル 19.0 19.8 16.6 2.0 ▲ 16.2
ＥＵ 6.8 9.2 6.4 0.3 ▲ 30.1
イラン 4.5 5.8 4.7 - ▲ 19.9
メキシコ 2.7 3.4 2.8 0.8 ▲ 18.9
期末在庫率 18.4% 20.1% 19.7% 0.6 ▲ 0.3

資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、「PS&D」、
          「Grain：World Markets and Trade」、
          「World Agricultural Production」（12 August 2015）

年　度 2013/14
2015/16

図－１ 世界のとうもろこしのシェア(2015/16年度）
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(2) とうもろこしの主要生産・輸出国等の需給状況

ア 米国

【需給状況】

＜米国農務省の見通し＞

生産量は､収穫面積が減少し、単収も低下することから、前年度より減少し、
347.6百万トンとなる見込み。

消費量は、エタノール用等需要が増加すること等から、前年度より増加し、
史上最高の302.9百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度並みの47.0百万トンとなる見込み。

輸入量は、前年度並みの0.8百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より減少し、期末在庫率も12.4％に低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2014/15年度の消費量、輸入量で上方修正、
期末在庫量で下方修正、2015/16年度の生産量、消費量、輸入量で上方修正、
輸出量で下方修正された。結果として、期末在庫量が上方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

米国のとうもろこし主産地である中西部では、例年、は種作業は、４月中旬
から５月中旬にかけて行われる。2015年４月、中西部コーンベルト地帯では豊
富な降雨により、土壌水分量が潤沢となる一方、は種作業に遅れが生じた。そ
の後、作業は急ピッチで進捗し、は種作業は５月末までにほぼ終了したものの、
６月からの長期にわたる記録的な多雨の影響により、多くのほ場で再は種が行
われた。また、コーンベルト東部のオハイオ州、インディアナ州では、水分過
多により作柄が悪化した。一方、西部のアイオワ州、ミネソタ州の作柄は良好
となっている。米国農務省(USDA)｢Crop Progress｣(2015.8.17)によれば、８月
16日現在、主要18州のとうもろこしのドウ(※)進捗率は71％と、前年同期(68％)
及び平年同期(66％)を上回っている。作柄は良/やや良が69％と、前週(70％)
及び前年度(72％)とほぼ同水準となっている。
※ドウ：ミルク状の殻粒の中身が徐々に固まっていく過程。

我が国の輸入先国シェア１位(2014年数量ベース 83.6％）

世界の生産量シェア １位(2015/16年度 35.3％）

輸出量シェア １位(2015/16年度 38.1％）

表－２ 米国のとうもろこし需給(市場年度：９月～翌年８月)

(単位：百万トン）

予測値
前月予測

からの変更
対前年度
増減率(%)

生　産　量 351.3 361.1 347.6 4.0 ▲ 3.7
消　費　量 293.0 301.1 302.9 1.7 0.6

  うち飼料用 127.8 134.6 134.6 0.6 0.0
  　ｴﾀﾉｰﾙ用等 130.4 132.1 133.4 0.6 1.0
輸　出　量 48.8 47.0 47.0 ▲ 0.6 0.0
輸　入　量 0.9 0.8 0.8 0.1 0.0
期末在庫量 31.3 45.0 43.5 2.9 ▲ 3.3
期末在庫率 9.2% 12.9% 12.4% 0.8 ▲ 0.5

（参考）
収穫面積(百万ha) 35.39 33.64 32.82 - ▲ 2.4
単収(t/ha) 9.93 10.73 10.59 0.12 ▲ 1.3
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「Grain：World Markets and Trade」、
          「World Agricultural Production」（12 August 2015）

年　度
2014/15
(見込み)

2015/16
2013/14

写真－１ 米国コロラド州タクスタン（2015年7月22日撮影）
－タッセリング(※)を迎えたとうもろこし－

※タッセリング：とうもろこしの雄花が茎の先端に出る時期

写真提供：Ryan Kanode 氏

図－２ ドウ進捗率 図－３ 作柄評価

資料：USDA｢Crop Progress｣(2015.8.17)をもとに農林水産省で作成
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【バイオエタノール】

米国におけるとうもろこしのエタノール向け需要は､RFS(再生可能燃
料基準)によるバイオ燃料の義務付け使用量の増加等の要因で、とうも
ろこし需要の約４割を占めるまで増加してきた。2013/14年度には、と
うもろこしの豊作により価格が下落したため、エタノール向け需要が大
幅に拡大したものの、2014/15年度以降は、米国のガソリン需要の低迷
に伴い、エタノール向け需要もわずかな増加に留まっている（図－４）。

エタノールの生産量は、2012年６月に入り、とうもろこしの価格高騰
を受け減少し始め、１日当たり90万バレル超だった生産量が７月以降は
80万バレル前後の水準で推移した。2013年４月に入り、原料価格の下落
及び粗利益の回復を受け増加、85万バレル前後で推移していたが、2013
/14年度における米国産とうもろこしの大豊作が確定的となった９月後
半以降更に増加し、90～95万バレルで推移、輸出需要の増加と低い原料
価格から、2014年12月中旬には99.2万バレルと、米国エネルギー情報局
(EIA)が統計を取り始めた2010年以降で最高値を記録した。その後は90
～100万バレルの高水準で推移している(図－５)。

2015年５月29日、米国環境保護局(EPA)は、2014～2016年のRFS及び
2017年のバイオディーゼルの使用義務(案)を以下の通り公表した。

表－３ ＥＰＡにおける原料別バイオ燃料の使用義務(案)

とうもろこし由来のエタノール使用義務量は、2014年は132.5億ガロン
(2007エネルギー法：144億ガロン)、2015年は134億ガロン(同：150億ガ
ロン)、2016年は140億ガロン(同：150億ガロン)に引き下げられた。一方、
バイオディーゼルについては、2014年は16.3億ガロン(同：10億ガロン)、
2015年は17億ガロン(同：10億ガロン)、2016年は18億ガロン(同：10億ガ
ロン)と大幅に引き上げられた。なお、本案は、2015年６月25日の公聴会、
７月中のパブリックコメント期間を経て、11月30日までに最終案をまと
める予定となっているが、とうもろこし生産者及びバイオエタノール製
造業者からの反発が大きく、今後の調整作業は難航するものとみられて
いる。

報道(2015.7.27)によれば、７月26日深夜までに約47,600件のコメント
が寄せられ、27日のコメント締切日にはフュエルズ・アメリカ(バイオ燃
料業界の連合会で、全国とうもろこし生産者協会や全米農民ユニオンも
メンバー)から20万件のコメントが発出されるなど、相当数のコメントが
加わると予想されている。全米農民ユニオンは、「RFSは農村部の経済再
生を約束するものであり、RFSを既存路線に戻すことを要求する。」旨述
べている。

資料：米国エネルギー情報局(EIA)資料（2015.8）をもとに農林水産省で作成

図－５ 米国におけるバイオエタノールの週間生産量(日量平均)の推移

資料：USDA「PS＆D」（2015.8）等をもとに農林水産省で作成

図－４ 米国とうもろこし需給の推移
－2015/16年度の生産量は減少、期末在庫率も低下－

2014年 2015年 2016年 2017年

従来型バイオ燃料

　バイオエタノール 132.5億ｶﾞﾛﾝ 134.0億ｶﾞﾛﾝ 140.0億ｶﾞﾛﾝ n/a

次世代バイオ燃料 26.8億ｶﾞﾛﾝ 29.0億ｶﾞﾛﾝ 34.0億ｶﾞﾛﾝ n/a

　うち、セルロース由来 0.33億ｶﾞﾛﾝ 1.06億ｶﾞﾛﾝ 2.06億ｶﾞﾛﾝ n/a

　うち、バイオディーゼル 16.3億ｶﾞﾛﾝ 17.0億ｶﾞﾛﾝ 18.0億ｶﾞﾛﾝ 19.0億ｶﾞﾛﾝ

　　合　　計 159.3億ｶﾞﾛﾝ 163.0億ｶﾞﾛﾝ 174.0億ｶﾞﾛﾝ n/a
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イ 中国

【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は､収穫面積が増加し、単収も上昇することから、前年度より増加し、
史上最高の225.0百万トンとなる見込み。

消費量は、飼料用需要が堅調なこと等から前年度より増加し、史上最高の
219.0百万トンとなる見込み。

輸入量は、前年度より減少し、3.0百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より増加し、期末在庫率も41.2％に上昇する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2014/15年度の輸入量、期末在庫量で上方
修正、2015/16年度の生産量、消費量で下方修正された。結果として、期末在
庫量が下方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

中国中央気象台｢農業気象週報｣(2015.8.2)によれば、2015年８月１日現在、
春とうもろこしは、北部の大部分で開花期からシルキング期、西南地域、江漢
地域ではシルキング期から乳熟期にある。夏とうもろこしは、西北部及び華北、
黄淮地域(黄河及び淮河流域に挟まれた地域)の大部分で、止葉期からタッセリ
ング期となり、一部地域では乳熟期に入った。米国農務省(USDA)「World Agri
-culturalProduction」(2015.8.12)によれば、７月、東北部及び華北平原北部
では、高温・乾燥型の天候に見舞われ、作柄の悪化が懸念されている。

【貿易情報・その他】

中国通関(海関)統計によれば、2015年７月の輸入量は、前年同月比1,185％
増の110.8万トンとなった。国別内訳は、ウクライナが93.8万トン(シェア84.7
％)、米国が16.1万トン(同14.6％)、ブルガリアが0.3万トン(同0.2％)。また、
2015年１～７月の累計輸入量は、前年同期比156.8％増の375.7万トンとなった。
国別内訳は、米国が26.2万トン(同7.0％)と前年同期比72.3％減となった一方、
ウクライナが325.8万トン(同86.7％)と前年同期比996.0％増となった。

2015年４月９日、中国政府は国家備蓄とうもろこしの競売を開始した。前年
度より１ヶ月前倒しの競売開始となり、国家備蓄が過去最高水準に達している
ことが背景と見られている。８月７日までに､68.7百万トンの国産とうもろこし
が競売にかけられたが、成約率は4.6％に止まった。一方、輸入とうもろこしは、
69万トンが競売にかけられ、成約率は20.4％となっている。国産とうもろこし
の平均成約価格は、2,064～2,497元(41,280～49,940円)/トン、輸入とうもろこ
しの平均成約価格は、2,211～2,371元(44,220～47,420円)/トンとなっている。

2015年８月６日、中国商務部は、ソルガム、大麦、キャッサバ、DDGS(とう
もろこし蒸留粕。畜産飼料等に利用される)の輸入について、９月１日より輸
入許可制度を導入する旨発表した。中国では、従来から大麦やソルガム等の穀
物の輸入にあたり、輸入者がその都度申請しなければならない「輸入許可証」
を導入しており、本制度はその取得を申請様式、内容の面から厳格化するとい
うもの。これにより、輸入から国内保管・流通・加工の各段階で当局の監視下
に置かれることとなる。中国では、高価な国産とうもろこしの代替として、近
年、家畜飼料用穀物の輸入が増加している。

（世界の生産量シェア ２位（2015/16年度 22.8％））

表－４ 中国のとうもろこし需給（市場年度：10月～翌年９月）
(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 218.5 215.7 225.0 (225.0) ▲ 4.0 4.3
消　費　量 212.0 216.0 219.0 (217.8) ▲ 1.0 1.4

  うち飼料用 154.0 156.0 157.0 (144.2) ▲ 1.0 0.6
輸　出　量 0.0 0.0 0.1 (0.2) - 66.7
輸　入　量 3.3 4.3 3.0 (3.0) - ▲ 30.2
期末在庫量 77.3 81.3 90.2 (101.0) ▲ 1.7 11.0
期末在庫率 36.5% 37.6% 41.2% (46.3%) ▲ 0.6 3.6

（参考）
収穫面積(百万ha) 36.32 37.07 37.85 (37.80) - 2.1
単収(t/ha) 6.02 5.82 5.94 (5.95) ▲ 0.11 2.1
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「Grain：World Markets and Trade」、
          「World Agricultural Production」（12 August 2015）
      IGC 「Grain Market Report」（30 July 2015)

2014/15
(見込み)

2015/16

予測値､(　）はIGC
年　度 2013/14

写真－２ 中国広西省（2015年8月3日撮影）
－収穫を待つとうもろこし－

写真提供：アイ・シー・ネット（株）
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ウ アルゼンチン

【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、前年度より減少し、25.0百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より増加し、史上最高の10.0百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より減少し、15.5百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より減少し、期末在庫率も4.0％に低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2014/15年度の生産量で下方修正、輸出
量で上方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

2014/15年度のは種作業は2014年９月から開始された。11月中旬、予想外
の降雹によりコルドバ州では早植えとうもろこしに被害が発生したものの、
その後の良好な天候によりは種作業は順調に進捗、2015年２月上旬に作業は
終了した。２月下旬から３月にかけて北部産地を中心に多雨による洪水等に
より作柄悪化が懸念されたものの、３月中旬以降、主産地の大部分で好天に
恵まれ、作物は順調に生育、現在、収穫作業は終盤を迎えている。

ブエノスアイレス穀物取引所週報(2015.8.13)によれば、現在、アルゼン
チン全体の収穫進捗率は91.1％と、北部を除き収穫作業はほぼ終了した。収
穫済みとうもろこしは24.2百万トン、平均単収は8.1トン/ヘクタール。2014
/15年度の生産量は26.0百万トンとなる見込み。

【貿易情報】

アルゼンチン農牧漁業省農畜食糧衛生品質管理センター(SENASA)によれ
ば、2015年１～６月のとうもろこし累計輸出量は921万トン。国別には、ベ
トナム(165万トン)が最も多く全体の約２割を占めている。次いでアルジェ
リア(144万トン)、インドネシア(105万トン)、マレーシア(83万トン)となっ
ている。

【その他】

国際穀物理事会(IGC)｢Grain Market Indicators｣(2015.7.22)によれば、ア
ルゼンチン商務大臣は、2014/15年度のとうもろこしの追加輸出枠約４百万ト
ンを承認した旨明らかにした（発給済輸出枠は11.5百万トン）

2015年７月15日、アルゼンチン政府は、小規模農家向け融資制度の対象を
拡大する旨公表した。同政府は、2015年４月に小規模農家約４万6,000戸を対
象に、助成制度を導入しているが、今回、とうもろこし生産者については、
融資対象を１戸当たりの生産量が1,400トンから1,600トンに、大豆について
は700トンから1,000トンに、小麦、ひまわりについては700トンから1,600ト
ンにそれぞれ拡大し、融資対象農家は約５万6,000戸となるとみられている。

我が国の輸入先国シェア４位（2014年数量ベース 0.4％）

世界の生産量シェア ６位（2015/16年度 2.5％）

世界の輸出量シェア ４位（2015/16年度 12.6％）

表－５ アルゼンチンのとうもろこし需給

（市場年度：翌年３月～翌々年２月）

(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 26.0 26.5 25.0 (28.0) - ▲ 5.7
消　費　量 8.8 9.4 10.0 (12.7) - 6.4

  うち飼料用 5.8 6.1 6.5 (9.8) - 6.6
輸　出　量 17.1 17.0 15.5 (16.5) - ▲ 8.8
輸　入　量 0.0 0.0 0.0 (0.0) - 0.0
期末在庫量 1.4 1.5 1.0 (1.6) - ▲ 32.5
期末在庫率 5.4% 5.7% 4.0% (5.4%) - ▲ 1.7

（参考）
収穫面積(百万ha) 3.40 3.20 3.10 (4.60) - ▲ 3.1
単収(t/ha) 7.65 8.28 8.06 (6.09) - ▲ 2.7
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「Grain：World Markets and Trade」
          「World Agricultural Production」（12 August 2015）
      IGC 「Grain Market Report」（30 July 2015)

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

予測値､(　）はIGC

図－６ アルゼンチン産とうもろこしの生産量、収穫面積、単収の推移

資料：USDA「PS＆D」（2015.8）等をもとに農林水産省で作成
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エ ブラジル

【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、収穫面積が減少し、単収も低下することから、前年度より減少
し、79.0百万トンとなる見込み。

消費量は、飼料需要増から前年度より増加し、59.0百万トンとなる見込み｡

輸出量は、前年度より減少し、24.0百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より減少し、期末在庫率も20.0％に低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2014/15年度の生産量、輸出量、期末在
庫量で上方修正、2015/16年度の生産量、輸出量で上方修正された。結果と
して、期末在庫量が上方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

夏とうもろこしは、南部を中心に、大豆と競合する８～12月には種され、
翌年１～６月に収穫される。冬とうもろこしは、中西部を中心に、早熟種大
豆の収穫後、１～３月には種され、７～９月に収穫される。冬とうもろこし
は、同国のとうもろこし生産量の60％を占め、その大半が輸出仕向けとなっ
ている。

ブラジル食料供給公社(CONAB)の８月報告(2015.8.11)によれば、2014/15
年度の夏とうもろこしのは種面積は、6.11百万ヘクタールと2013/14年度を
7.7％下回り、生産量も30.3百万トンと2013/14年度を4.3％下回る見込み。
これは、とうもろこし価格の低迷により収益性の高い
大豆にシフトするため。

また、冬とうもろこしのは種面積は、9.60百万ヘク
タールと2013/14年度を4.2％上回り、生産量も54.0百
万トンと2013/14年度を11.6％上回る見込み。これは、
冬とうもろこしの単収を決定する受粉期(４～５月)に、
平年を上回る降雨に恵まれ、単収が上昇すると見込ま
れるため。また、冬とうもろこしは、大豆の収穫後に
は種作業が行われることから、大豆のは種面積の拡大
に伴い、冬とうもろこしのは種面積も拡大することと
なる。

米国農務省(USDA)(2015.8.12)によれば、2015/16年
度の生産量は79.0百万トンと、前月予測から２百万ト
ン上方修正されたものの、2014/15年度を５百万トン下
回る見込み。これは、2014/15年度に引き続き、とうも
ろこし価格の低迷により収益性の高い大豆にシフトす
ると見込まれるため。

我が国の輸入先国シェア２位（2014年数量ベース 8.3％)
世界の生産量シェア ３位（2015/16年度 8.0％）

輸出量シェア ２位（2015/16年度 19.4％）

表－６ ブラジルのとうもろこし需給
（市場年度：翌年３月～翌々年２月）

(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 80.0 84.0 79.0 (78.0) 2.0 ▲ 6.0
消　費　量 55.0 57.0 59.0 (57.3) - 3.5

  うち飼料用 46.0 48.0 50.0 (48.5) - 4.2
輸　出　量 21.0 27.0 24.0 (22.0) 1.0 ▲ 11.1
輸　入　量 0.8 0.8 0.8 (0.5) - 0.0
期末在庫量 19.0 19.8 16.6 (14.9) 2.0 ▲ 16.2
期末在庫率 25.0% 23.5% 20.0% (18.8%) 2.2 ▲ 3.6

（参考）
収穫面積(百万ha) 15.80 15.50 15.30 (15.30) 0.30 ▲ 1.3
単収(t/ha) 5.06 5.42 5.16 (5.10) 0.03 ▲ 4.8
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「Grain：World Markets and Trade」
          「World Agricultural Production」（12 August 2015）
      IGC 「Grain Market Report」（30 July 2015)

2015/16

予測値､(　）はIGC

2014/15
(見込み)

年　度 2013/14

写真提供：パウロ・カンパンテ氏

写真－４ ブラジリア近郊 収穫期を迎えた冬とうもろこし（2015年8月12日撮影)
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オ ＥＵ

【需給状況】(詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、前年度より減少し、62.3百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度並みの78.0百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より減少し、2.0百万トンとなる見込み。

輸入量は、前年度より増加し、15.0百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より減少し、期末在庫率も8.0％に低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2014/15年度の生産量、輸出量、輸入量、
期末在庫量で上方修正、2015/16年度の輸入量で上方修正、生産量、消費量、
輸出量で下方修正された。結果として、期末在庫量が上方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

米国農務省(USDA)｢World Agricultural Production」(2015.8.12)によれ
ば、2015/16年度の生産量は65.8百万トンと、前月予測から3.5百万トン下方
修正され、前年度(75.1百万トン)を17.1％下回る見込み。これは過去５年平
均を6.2％下回る水準。ＥＵでは、６月には西部で、７月からは中央部及び
南西部で連日35度を超える猛暑となった。７月の受粉期に高温・乾燥型の天
候が続き、結実期に必要な土壌水分が不足する事態となったことから、フラ
ンスの生産量は、14.0百万トンと前月予測から0.5百万トン、イタリアは、
6.2百万トンと前月予測から1.0百万トン、ルーマニアは、9.7百万トンと前
月予測から0.9百万トン、それぞれ下方修正された他、その他の周辺国でも
下方修正された。

【貿易情報・その他】

ＥＵでは、2015年４月２日、ＥＵ域内でのＧＭ作物の栽培承認手続きに関
する改正法が発効した。本改正法により、加盟国は、欧州食品安全機関が判
断する健康や安全以外の理由でＥＵが承認した禁止理由リストに基づき、Ｇ
Ｍ作物の自国での栽培を禁止することができる。

本改正法と軌を一にし、欧州委員会は、2015年４月22日、ＧＭ作物の輸入
承認手続きに関し、ＥＵレベルで輸入承認されたＧＭ作物であっても、欧州
食品安全機関が影響評価した健康・環境以外の理由で、加盟国が自国におい
てＧＭ作物の使用を禁止することを可能とする改正案を提出した。本改正案
に関し、６月８日、欧州議会環境委員会において、保健・食品安全担当委員
が改正案の理論的根拠を提示するも激しい批判に晒され、６月９日の同委員
会幹事会では、全会一致で改正案に反対した。多くの加盟国が、法案の審議
を継続する前に、法的分析とインパクト評価を導入するよう主張している。

スコットランド政府は、2015年８月９日、ＥＵ域内での栽培が唯一認めら
れているＧＭとうもろこしMON810及び現在栽培承認待ちの６種のＧＭ作物に
ついて、スコットランドを栽培承認地域から除外するよう欧州委員会へ申請
する旨発表した。

（世界の生産量シェア ４位（2015/16年度 6.3％））

表－７ ＥＵのとうもろこし需給(市場年度:10月～翌年９月)
(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 64.7 75.1 62.3 (65.5) ▲ 3.5 ▲ 17.1
消　費　量 76.5 78.0 78.0 (77.4) ▲ 2.0 0.0

  うち飼料用 58.0 59.0 59.0 (61.3) ▲ 2.0 0.0
輸　出　量 2.4 3.8 2.0 (2.8) ▲ 0.5 ▲ 47.4
輸　入　量 15.9 9.0 15.0 (10.0) 1.0 66.7
期末在庫量 6.8 9.2 6.4 (17.6) 0.3 ▲ 30.1
期末在庫率 8.6% 11.2% 8.0% (22.0%) 0.6 ▲ 3.2

（参考）
収穫面積(百万ha) 9.66 9.54 9.47 (9.44) ▲ 0.02 ▲ 0.7
単収(t/ha) 6.69 7.87 6.58 (6.90) ▲ 0.35 ▲ 16.4
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「Grain：World Markets and Trade」、
          「World Agricultural Production」（12 August 2015）
　　　EU　「Balance sheets for cereals, oilseeds and rice」（30 July 2015）

2014/15
(見込み)

年　度 2013/14
2015/16

予測値､(　)はEU

写真提供：Serge Brossard 氏

写真－５ 仏シャランテ・マリティム地方(2015年8月11日撮影)
－は種から111日目の受粉を終えたとうもろこし－



- 18 -

カ ウクライナ

【需給状況】(詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、前年度より減少し、27.0百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より減少し、9.5百万トンとなる見込み。

輸出量は、生産減に伴い前年度より減少し、17.5百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、ほぼ前年度並み、期末在庫率は8.5％に上昇する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2014/15年度の輸出量で上方修正、消費
量、期末在庫量で下方修正、2015/16年度の生産量、輸出量で上方修正、消
費量で下方修正された。結果として、期末在庫量が上方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

国際穀物理事会(IGC)｢Grain Market Report｣(2015.7.30)によれば、2015
年７月時点のとうもろこしの作柄はマチマチとなった。ウクライナ中央部で
は高温・乾燥型の天候が続き、作物の生育に悪影響を及ぼしている一方、土
壌水分が適切に保たれている地域もある。2015/16年度の収穫面積は、現地
通貨の下落により農業資材等の投入コストが上昇していること等から、4.4
百万ヘクタールと前年度に比べ５％減少する見込み。生産量は25.0百万トン
と、前年度より12％減少するものの、過去３番目の水準となる見込み。

2015年７月11日、パヴレンコ・ウクライナ農業政策・食料大臣は、ドネツ
ク州、ルガンスク州、クリミアの戦闘地域における農業は事実上壊滅状態に
あり、同地域は食料が不足し、価格が高騰することが見込まれる旨言及した。
同大臣によれば、ドネツク州とルガンスク州の戦闘地域では、2014/15年度、
５割超の農地では種が行われず、クリミアでは１年半にわたり北クリミア用
水路が事実上断たれたという。

【貿易情報・その他】

2015年８月14日、ウクライナ農業政策･食料省は、2015/16貿易年度(2015.
7～)の穀物の輸出量の速報値を376.8万トンと発表した。うち、とうもろこ
しの輸出量は111.9万トン。

ウクライナ政府は、2015年５月20日、バイオエタノール生産の権利を有
する12企業のリスト(2007年より施行)を廃止することを決定した。同政府
決定により、ライセンスを取得すればどの企業でもバイオエタノールを生
産できるようになる。これにより、バイオエタノール生産の独占状態を解
消し、燃料の多角化を目指す。

報道(2015.6.2)によれば、現在、ウクライナでは年間約12万トンのバイ
オエタノールが生産されているが、需要はその1.5倍あり今後も伸びていく
とみられている。2014年にはガソリンのバイオエタノール含有量を５％以
上に義務付ける規則が採択されたが、2016年にはこの割合を７％以上に引
き上げる。将来的には国営工場の民営化の可能性もあると推測されている。

我が国の輸入先国シェア ３位（2014年数量ベース 6.0％）

世界の生産量シェア ５位（2015/16年度 2.7％）

世界の輸出量シェア ３位（2015/16年度 14.2％）

表－８ ウクライナのとうもろこし需給

(市場年度:10月～翌年９月)

(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 30.9 28.5 27.0 (25.0) 1.0 ▲ 5.1
消　費　量 9.7 9.7 9.5 (9.2) ▲ 0.9 ▲ 2.1

  うち飼料用 8.3 8.3 8.1 (7.6) ▲ 0.9 ▲ 2.4
輸　出　量 20.0 19.0 17.5 (17.0) 1.5 ▲ 7.9
輸　入　量 0.1 0.1 0.1 (0.0) - 0.0
期末在庫量 2.5 2.3 2.3 (1.5) 0.3 2.2
期末在庫率 8.2% 7.8% 8.5% (5.6%) 0.9 0.7

（参考）
収穫面積(百万ha) 4.83 4.63 4.10 (4.40) ▲ 0.20 ▲ 11.4
単収(t/ha) 6.40 6.15 6.59 (5.68) 0.54 7.2
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「Grain：World Markets and Trade」、
          「World Agricultural Production」（12 August 2015）
      IGC 「Grain Market Report」（30 July 2015)

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

予測値､(　）はIGC

写真－６ ウクライナ ドニエプロペトロフスク州（2015年8月8日撮影)

－９月に収穫される予定のとうもろこし。作柄は良好－
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３ 大麦

(1) 国際的な大麦需給の概要（詳細は右表を参照）

＜米国農務省（USDA)の見通し＞

【生産量】 2015/16年度 前年度比 前月比
生産量は、トルコ等で増加するものの、ウクライナ、ＥＵ等で減少することか

ら、世界全体では前年度を下回り、139.4百万トンとなる見込み。
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で上方修正され、国別には、ウクラ

イナ等で上方修正、カナダ等で下方修正された。

【消費量】 2015/16年度 前年度比 前月比
消費量は、中国等で減少するものの、トルコで増加することから、世界全体で

は前年度を上回り、142.0百万トンとなる見込み｡
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で上方修正され、国別には、カナダ、

ウクライナで下方修正された。

【貿易量】 2015/16年度 前年度比 前月比
世界全体の貿易量は、前年度より減少し、26.3百万トンとなる見込み。
国別には、輸出国では、アルゼンチン等で増加し、ＥＵ、ロシア等で減少する

見込み。輸入国では、中国、サウジアラビア等で減少する見込み。
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で上方修正され、輸出国では、ウク

ライナで上方修正、カナダで下方修正、輸入国ではサウジアラビアで上方修正さ
れた｡

【期末在庫量】 2015/16年度 前年度比 前月比
期末在庫量は、前年度より減少し、世界全体で21.4百万トンとなる見込み。
国別には、ロシア、ＥＵ等で在庫が取り崩される見込み。世界全体の期末在庫

率は15.1％と前年度より低下する見込み。
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で下方修正され、国別には、イラン

で上方修正、ＥＵ、カナダ、米国で下方修正された。

表－１ 世界の大麦需給（米国農務省）
(単位：百万トン）

予測値
前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 144.6 140.8 139.4 1.6 ▲ 1.0 
ＥＵ 59.7 60.2 57.2 ▲ 0.0 ▲ 5.0 
ロシア 15.4 20.0 17.0 - ▲ 15.1 
豪州 9.2 8.0 8.7 - 8.6 
カナダ 10.2 7.1 6.5 ▲ 1.0 ▲ 8.7 
ウクライナ 7.6 9.5 8.3 2.3 ▲ 12.2 
トルコ 7.3 4.0 7.0 - 75.0 
米国 4.7 3.8 4.6 0.0 18.6 
消　費　量 141.1 140.8 142.0 1.2 0.9 

　うち飼料用 97.1 94.4 93.7 ▲ 0.3 ▲ 0.8 
ＥＵ 53.4 51.0 50.5 - ▲ 1.0 
ロシア 12.7 14.1 14.0 - ▲ 0.7 
中国 6.3 9.8 8.4 - ▲ 14.3 
サウジアラビア 8.6 8.1 7.5 - ▲ 7.4 
カナダ 7.7 6.4 6.2 ▲ 0.2 ▲ 3.1 
トルコ 7.0 5.4 6.7 - 24.3 
ウクライナ 5.0 4.5 4.3 ▲ 0.1 ▲ 4.4 
貿　易　量 22.9 29.3 26.3 2.3 ▲ 10.2 
（輸出）
ＥＵ 5.7 9.4 7.5 - ▲ 20.2 
豪州 6.2 5.6 6.0 - 7.1 
ロシア 2.7 5.3 4.0 - ▲ 24.5 
ウクライナ 2.5 4.7 4.5 2.5 ▲ 4.3 
アルゼンチン 2.9 1.4 2.0 - 42.9 
カナダ 1.6 1.5 1.0 ▲ 0.3 ▲ 33.3 
カザフスタン 0.5 0.5 0.5 - - 
（輸入）
サウジアラビア 9.0 8.2 7.0 0.5 ▲ 14.6 
中国 4.9 8.3 7.0 - ▲ 15.7 
イラン 0.9 2.2 1.5 - ▲ 31.8 
日本 1.3 1.3 1.3 - - 
ヨルダン 1.0 0.9 0.8 - ▲ 11.1 
リビア 0.7 0.7 0.7 - - 
アルジェリア 0.5 1.0 0.6 - ▲ 36.8 
期末在庫量 24.0 24.0 21.4 ▲ 0.3 ▲ 10.7 
ＥＵ 5.7 5.6 5.0 ▲ 0.5 ▲ 10.8 
サウジアラビア 3.4 3.5 3.0 - ▲ 14.6 
米国 1.8 1.7 1.7 ▲ 0.1 2.2 
カナダ 2.0 1.3 0.8 ▲ 0.3 ▲ 38.6 
イラン 0.6 1.4 1.4 0.2 - 
アルジェリア 1.2 1.4 1.2 - ▲ 10.9 
ロシア 0.9 1.7 0.8 - ▲ 54.3 
期末在庫率 17.0% 17.0% 15.1% ▲ 0.3 ▲ 1.9 

資料：USDA「Grain：World Markets and Trade」
          「World Agricultural Production」
       　 「PS&D」(12 August 2015)

2014/15
(見込み)

2015/16
年　度 2013/14

図－1 世界の大麦のシェア(2015/16年度）
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(2) 大麦の主要生産・輸出国等の需給状況
ア 豪州

我が国の輸入先国シェア １位（2014年数量ベース52.1％）
世界の生産量シェア ３位（2015/16年度 6.2％）

輸出量シェア ２位（2015/16年度 22.8％）

表－２ 豪州の大麦需給(市場年度：11月～翌年10月)

IGC「Grain Market Report」(2015.7.30)によれば、ウエスタン･
オーストラリア州西部と南部の一部で降雨により土壌水分量が改善
し、豪州東部では降雨により栄養成長期の作物の生長が促進された｡

イ カナダ
我が国の輸入先国シェア ２位（2014年数量ベース26.2％）
世界の生産量シェア ６位（2015/16年度 4.7％）

輸出量シェア ６位（2015/16年度 3.8％）

表－３ カナダの大麦需給（市場年度：８月～翌年７月）
(単位：百万トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 10.2 7.1 6.5 (6.9) ▲ 1.0 ▲ 8.7 
消　費　量 7.7 6.4 6.2 (5.5) ▲ 0.2 ▲ 3.1 

  うち飼料用 6.5 5.2 5.0 (5.1) ▲ 0.2 ▲ 3.8 
輸　出　量 1.6 1.5 1.0 (2.0) ▲ 0.3 ▲ 33.3 

輸　入　量 0.0 0.1 0.2 (0.1) 0.2 60.0 

期末在庫量 2.0 1.3 0.8 (0.5) ▲ 0.3 ▲ 38.6 

期末在庫率 21.0% 16.4% 11.0% (6.7%) ▲ 2.5 ▲ 5.4 

（参考）

収穫面積(百万ha) 2.65 2.14 2.35 (2.25) - 9.8 

単収(t/ha) 3.86 3.33 2.77 (3.07) ▲ 0.42 ▲ 16.8 
資料：USDA「Grain：World Markets and Trade」
          「World Agricultural Production」、「PS&D」 (12 August 2015)
  　　AAFC「Outlook For Principal Field Crops」（21 July 2015）

予測値､(　)はAAFC

2015/16
年　度 2013/14

2014/15
(見込み)

(単位：百万トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 9.2 8.0 8.7 (8.2) - 8.6 
消　費　量 2.8 2.6 2.6 (…) - - 

  うち飼料用 1.5 1.3 1.3 (…) - - 
輸　出　量 6.2 5.6 6.0 (6.7) - 7.1 

輸　入　量 0.0 0.0 0.0 (…) - 　　　-

期末在庫量 0.7 0.5 0.6 (…) - 19.6 
期末在庫率 7.7% 6.2% 7.1% (…) - 0.9 

（参考）

収穫面積(百万ha)※ 3.81 3.84 4.00 (3.99) - 4.2 
単収(t/ha) 2.41 2.09 2.18 (2.07) - 4.3 
資料：USDA「Grain：World Markets and Trade」
          「World Agricultural Production」、「PS&D」 (12 August 2015)

予測値､(　)はABARES

2014/15
(見込み)

2015/16
年　度 2013/14

     ABARES「Agricultual commodities」（16 June 2015) (※ABARESは作付面積）

ウ ＥＵ
我が国の輸入先国シェア ４位（2014年数量ベース 5.0％）
世界の生産量シェア １位（2015/16年度 41.0％）

輸出量シェア １位（2015/16年度 28.5％）

表－４ ＥＵの大麦需給（市場年度：７月～翌年６月）

エ ロシア
世界の生産量シェア ２位(2015/16年度 12.2％）

輸出量シェア ４位(2015/16年度 15.2％）

表－５ ロシアの大麦需給（市場年度：７月～翌年６月）
(単位：百万トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 15.4 20.0 17.0 (16.0) - ▲ 15.1 
消　費　量 12.7 14.1 14.0 (13.3) - ▲ 0.7 

  うち飼料用 8.3 9.2 9.2 (9.1) - - 
輸　出　量 2.7 5.3 4.0 (3.9) - ▲ 24.5 

輸　入　量 0.2 0.1 0.1 (0.3) - - 

期末在庫量 0.9 1.7 0.8 (1.4) - ▲ 54.3 
期末在庫率 6.1% 8.5% 4.2% (8.1%) - ▲ 4.3 

（参考）

収穫面積(百万ha) 8.02 8.80 8.00 (8.20) - ▲ 9.1 
単収(t/ha) 1.92 2.27 2.13 (1.95) - ▲ 6.2 
資料：USDA「Grain：World Markets and Trade」
          「World Agricultural Production」、「PS&D」 (12 August 2015)
      IGC 「Grain Market Report」（25 June 2015)

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

予測値､(　）はIGC

(単位：百万トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 59.7 60.2 57.2 (56.5) ▲ 0.0 ▲ 5.0 
消　費　量 53.4 51.0 50.5 (48.9) - ▲ 1.0 

  うち飼料用 38.0 35.5 35.0 (36.6) - ▲ 1.4 
輸　出　量 5.7 9.4 7.5 (9.0) - ▲ 20.2 

輸　入　量 0.0 0.1 0.2 (0.1) 0.1 100.0 

期末在庫量 5.7 5.6 5.0 (5.5) ▲ 0.5 ▲ 10.8 
期末在庫率 9.6% 9.3% 8.6% (9.5%) ▲ 0.9 ▲ 0.7 

（参考）

収穫面積(百万ha) 12.41 12.44 12.50 (12.37) - 0.5 
単収(t/ha) 4.81 4.84 4.58 (4.6) - ▲ 5.4 
資料：USDA「Grain：World Markets and Trade」
          「World Agricultural Production」、「PS&D」 (12 August 2015)
      EU  「Balance Sheets For Cereals and Oilseeds and Rice」(30 July 2015)

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

予測値､(　)はEU
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４ 米
(1) 国際的な米需給の概要 (詳細は右表を参照）

〈米国農務省（USDA)の見通し〉

【生産量】 2015/16年度 前年度比 前月比

生産量は、中国やインド等で前年度より増加することから、世界全体では増
加し、史上最高の478.7百万トンとなる見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で下方修正され、国別にはタイで

下方修正された。

【消費量】 2015/16年度 前年度比 前月比
消費量は、中国等で前年度より増加することから、世界全体では増加し、史

上最高の487.8百万トンとなる見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で下方修正され、国別にはインド、
バングラディシュで下方修正された。

【貿易量】 2015/16年度 前年度比 前月比
世界全体の貿易量は、前年度より減少し、41.9百万トンとなる見込み。

国別には、輸出国では、タイやベトナム等で増加し、インド等で減少する見

込み。輸入国では、中国等で増加し、ナイジェリア等で減少する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で下方修正され、輸出国ではベト

ナムで上方修正、カンボジア、米国で下方修正された。

【期末在庫量】 2015/16年度 前年度比 前月比
期末在庫量は、前年度より減少し、90.9百万トンとなる見込み。
国別には、フィリピン、日本等で在庫が積み増しされるものの、インド、タ

イ等で在庫が取り崩される見込み。世界全体の期末在庫率は、18.6％と前年度
より低下する見込み。
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で上方修正された。

図－１

世界の米のシェア
（2015/16年度）

表－１ 世界の米需給（米国農務省）
(単位：百万精米トン）

予測値
前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 478.2 476.2 478.7 ▲ 1.7 0.5
中国 142.5 144.5 146.0 - 1.0
インド 106.5 102.5 104.0 - 1.5
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 36.3 36.3 36.7 - 1.0
ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ 34.4 34.5 35.0 - 1.4
ベトナム 28.2 28.1 28.2 - 0.5
タイ 20.5 18.8 18.0 ▲ 1.0 ▲ 4.0
ミャンマー 12.0 12.6 12.8 - 1.6

消　費　量 481.5 483.6 487.8 ▲ 1.0 0.9
中国 146.3 148.4 151.0 - 1.8
インド 99.2 99.3 99.2 ▲ 0.3 ▲ 0.1
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 38.5 38.6 38.7 - 0.1
ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ 34.9 35.2 35.5 ▲ 0.1 0.9
ベトナム 22.0 21.9 22.0 - 0.5
フィリピン 12.9 13.2 13.3 - 0.4
タイ 10.9 11.7 12.0 - 2.6

貿　易　量 41.7 42.2 41.9 ▲ 0.4 ▲ 0.9
（輸出）
タイ 11.0 9.0 10.2 - 13.3
インド 10.2 10.6 8.5 - ▲ 19.8
ベトナム 6.3 6.7 7.0 0.1 4.5
パキスタン 3.2 4.0 4.0 - 0.0
米国 3.0 3.2 3.4 ▲ 0.1 5.3
ミャンマー 1.7 2.0 2.2 - 10.0
カンボジア 1.0 1.1 1.0 ▲ 0.2 ▲ 9.1
（輸入）
中国 4.0 4.4 4.7 - 6.8
ﾅｲｼﾞｪﾘｱ 2.8 4.0 3.0 - ▲ 25.0
イラン 1.7 1.7 1.6 - ▲ 5.9
ＥＵ 1.5 1.6 1.6 - ▲ 4.9
ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ 1.4 1.5 1.6 - 6.2
フィリピン 1.2 1.7 1.3 - ▲ 23.5
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 1.2 1.3 1.1 - ▲ 12.0

期末在庫量 107.4 100.0 90.9 0.3 ▲ 9.2
中国 46.8 46.9 46.2 - ▲ 1.5
インド 22.7 15.3 11.6 - ▲ 24.2
タイ 11.7 10.1 6.2 - ▲ 38.7
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 5.5 4.5 3.6 - ▲ 20.2
日本 3.1 3.3 3.4 - 4.6
フィリピン 1.7 2.1 2.5 - 21.6
パキスタン 1.4 1.6 1.6 - 4.5

期末在庫率 22.3% 20.7% 18.6% 0.1 ▲ 2.1

資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、

          「Grain：World Markets and Trade」、

        　「PS&D」(12 August 2015)
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2014/15
(見込み)

2015/16
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(2)米の主要生産・輸出国等の需給状況
ア インド
【需給状況】（詳細は右表を参照）

〈米国農務省の見通し〉

生産量は、単収が低下するものの、収穫面積が増加することから、前年度よ
り増加し、104.0百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より減少し、99.2百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より減少し、8.5百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より減少し、期末在庫率も10.8％に低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2014/15年度の消費量で下方修正、2015/16
年度の消費量で下方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】
国際穀物理事会（IGC）「Grain Market Report」(2015.7.30）によれば、イン

ド政府の予測のとおり、エルニーニョ現象の影響により、今季の降水量は平年よ
り減少している。作物の種類によっては、作付面積や単収が減少する懸念が生じ
ているが、今季のモンスーンは、稲作には適したものになると見込まれ、カリフ
米（雨季、６-12月）にラビ米（乾季、11-５月）を足し合わせた2015/16年度の
収穫量は、前年度より増加し104.0百万トンとなる見込み（前年度102.5百万トン）。
（図－２）

米国農務省（USDA）「WORLD AGRICULTURAL WEATHER HIGHLIGHTS」（2015.8.12）
によれば、インド東部の米栽培地域（ウェストベンガル州等）では、モンスー
ンにより平年以上の降雨が７月の間続いたため、単収は上昇する見込み。

【貿易情報・その他】
IGC「Grain Market Report」(2015.7.

30)によれば、2016年の輸出量は、国内需
給の逼迫及びタイ産米との激しい価格競
争により、2015年より12％減少し、8.7百
万トンとなる見込み。在庫量については、
これまでより３割近く減少し、10.3百万
トンとなるものの、政府が備蓄目標に挙
げている数値を僅かに上回る見込み。こ
のため、カリフ米の作柄の動向が注目さ
れている。

世界の生産量シェア ２位（2015/16年度 21.7％）

輸出量シェア ２位（2015/16年度 20.3％）

表－２ インドの米需給（市場年度：10月～翌年９月）

写真－１

インド南部 ケララ州（2015年8月1日撮影）

生育は遅れ気味だが、８月の気候次第では回復可能とのこと

写真提供：アイ・シー・ネット（株）

(単位：百万精米トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 106.5 102.5 104.0 (105.5) - 1.5
消　費　量 99.2 99.3 99.2 (97.9) ▲ 0.3 ▲ 0.1
輸　出　量 10.2 10.6 8.5 (9.3) - ▲ 19.8

輸　入　量 0.0 0.0 0.0 (0.1) - …

期末在庫量 22.7 15.3 11.6 (18.9) - ▲ 24.2
期末在庫率 20.7% 13.9% 10.8% (17.6%) 0.0 ▲ 3.2

（参考）

収穫面積(百万ha) 43.94 43.00 44.00 (…) - 2.3
単収(もみt/ha) 3.64 3.58 3.55 (…) - ▲ 0.8
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」 (12 August 2015)
      FAO 「Food Outlook (May 2015)」

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

予測値、()はFAO

図－２
2015年７月後半の降雨量（平年比較）

資料：JAXA提供の「降水量（GSMaP）偏差」
注）青色が平年より低い数値を示す。
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イ タイ
【需給状況】（詳細は右表を参照）

〈米国農務省の見通し〉

生産量は、収穫面積及び単収がいずれも減少することから、前年度より減少し、
18.0百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より増加し、12.0百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より増加し、10.2百万トンとなる見込み。

輸入量は、前年度並みの0.3百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より減少し、期末在庫率は27.8％に低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、生産量で下方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】
国際穀物理事会（IGC）「Grain Market Report」(2015.7.30）によれば、干ばつの

影響により生産量は減少。干ばつは、2014年10月からの懸念事項となっており、タイ政
府は農家に対し、第２期作（乾季作：12～４月）の作付けを行わないよう強く指導してき
た。2015/16年度の生産量は主要作（雨季作：６ ～12月）と第２期作を合わせると、前
年度より３％減少し、18.3百万トンとなる見込み。

タイ気象庁の週間発表（７月、８月分）によると、７月中旬から８月上旬
にかけて、モンスーンによるまとまった降雨がタイ全土であった。

タイ政府（2015.7.25）の公表によれば、東北部の一部の地域で２か月間
まとまった降雨がなかったため作付作業を中断していたが、継続的な降雨が
確認されたことにより作業を再開した。

【貿易情報・その他】
IGC「Grain Market Report」(2015.7.30）によれば、2015/16年度の生産量

は前年度を下回り、古い政府備蓄米の放出を継続した場合、期末在庫量は
4.0百万トン減少して5.2百万トンと、７年ぶりの低水準となる見込み。タイ
の政府在庫は、今回、大幅な減少が見込まれるにもかかわらず、2011年末の
籾担保融資制度導入前の５ヶ年平均を25％程度上回っている。政府が備蓄米
の大量放出を継続する場合、輸出量は史上最高を記録すると見られるが、備
蓄米は古く低品質のため、業者は飼料や工業用に仕向ける模様。このため、
世界の米市場に与える影響は限定的となる見込み。放出された政府備蓄米の
うち国内向けの大部分は、市場が拡大しているエタノール生産に供給される。

タイはこれまで世界第一位の米輸出国であり、生産･供給能力の動向は、
国際価格への影響力が強かった。高品質な輸出用精米の供給懸念から、６月
中旬以降、タイ国内及び他のアジア諸国で、タイ産輸出用精米等の価格は値
上がりしてきたが、今回の上昇は一時的なものであると見られている。長粒
種うるち精米100％２等は、10米ドル値上がりし388米ドル、長粒種うるち精
米25％砕米は、６米ドル値上がりし355米ドルとなった。

世界の生産量シェア ６位（2015/16年度 3.8％）

輸出量シェア １位（2015/16年度 24.4％）

表－３ タイの米需給（市場年度：翌年１月～翌年12月）
(単位：百万精米トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 20.5 18.8 18.0 (23.2) ▲ 1.0 ▲ 4.0
消　費　量 10.9 11.7 12.0 (14.9) - 2.6
輸　出　量 11.0 9.0 10.2 (11.2) - 13.3

輸　入　量 0.3 0.3 0.3 (0.3) - 0.0

期末在庫量 11.7 10.1 6.2 (14.3) - ▲ 38.7
期末在庫率 53.6% 48.6% 27.8% (54.8%) - ▲ 20.9

（参考）

収穫面積(百万ha) 10.92 10.27 10.20 (…) ▲ 0.33 ▲ 0.7
単収(もみt/ha) 2.84 2.77 2.67 (…) ▲ 0.07 ▲ 3.6
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」 (12 August 2015)
      FAO 「Food Outlook (May 2015)」

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

予測値、()はFAO

写真－２
タイ東北部 マハーサーラカーム県
先月のは種後のほ場の様子と、まとまった降雨があった今月のほ場の
様子。降雨があったものの、水位はまちまちで生育にムラがある。

先月（2015年7月5日） 今月（2015年8月9日）

写真提供：アイ・シー・ネット（株）
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ウ ベトナム
【需給状況】（詳細は右表を参照）

〈米国農務省の見通し〉

生産量は、収穫面積が減少するものの、単収が上昇することから、前年度より
増加し、28.2百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より増加し、22.0百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より増加し、7.0百万トンとなる見込み。

輸入量は、前年度より増加し、0.5百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より減少し、期末在庫率も1.9％に低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、輸出量で上方修正された。結果として、期末

在庫量が下方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】
ベトナム農業農村開発省（2015.7.25）によると、夏秋作の作付面積は2.07百

万ヘクタールで、そのうち南部では1.92百万ヘクタール（昨年同期比98.5%）を
作付け。メコンデルタでの作付面積は1.66百万ヘクタールで、全体の80.2%を占
める。７月15日までに、南部では0.63百万ヘクタールで収穫を終了。うちメコン
デルタで0.62百万ヘクタール。今季は、生育期間中の数か月間にわたり干ばつや
高温が続いたため、かんがい用水の水位が低くなり、移植に困難が生じた。南部
での推定収量は0.59t/ヘクタールで、昨年同期とほぼ同等。また、ムア作（主に
北部において10月前後に収穫される浮き稲。冬作ともいう。）の栽培面積は、7月
15日までに117.63百万ヘクタールとなり、前年同期比98.0%。主要栽培地域は北
部であり、100.28百万ヘクタールの作付け。一方、中南部と中部高原地域で0.17
百万ヘクタールの作付け。

【貿易情報・その他】
国際穀物理事会（IGC）「Grain Market Report」(2015.7.30)によれば、2015年

の輸出量は、他国との競合により6.1百万トン（2014年6.4百万トン）へ減少する
ものの、2016年については、6.5百万トンへ回復する見込み。なお、７月の長粒
種うるち精米５％砕米の価格は、６月に比べ１％下落した。新穀の品質が一部良
くないことから、アフリカからの引きあいが減少している模様。

図－３
タイ産とベトナム産の輸出価格
（FOB） (2015.8.19 現在）

資料：IGC資料をもとに農林水産
省で作成。

注）タイ産米は精米/丸米２等、
ベトナム産米は精米/破砕混入
率５％

世界の生産量シェア ５位（2015/16年度 5.9％）

輸出量シェア ３位（2015/16年度 16.7％）

表－４ ベトナムの米需給（市場年度：翌年１月～翌年 12 月）

写真－３

ベトナム南部 ロンザン省（2015年8月5日）

夏秋作のほ場 平年並みの収穫量が期待される

写真提供：アイ・シー・ネット（株）

(単位：百万精米トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 28.2 28.1 28.2 (29.9) - 0.5
消　費　量 22.0 21.9 22.0 (23.2) - 0.5
輸　出　量 6.3 6.7 7.0 (6.5) 0.1 4.5

輸　入　量 0.3 0.4 0.5 (0.6) - 25.0

期末在庫量 1.0 0.9 0.6 (6.1) ▲ 0.1 ▲ 35.3
期末在庫率 3.5% 3.0% 1.9% (20.5%) ▲ 0.4 ▲ 1.1

（参考）

収穫面積(百万ha) 7.79 7.70 7.66 (…) - ▲ 0.5
単収(もみt/ha) 5.79 5.83 5.89 (…) - 1.0
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」 (12 August 2015)
      FAO 「Food Outlook (May 2015)」

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

予測値、()はFAO

ベトナム産米

タイ産米

320
340
360
380
400
420
440
460
480（ドル/トン）
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エ 中国
【需給状況】（詳細は右表を参照）

〈米国農務省の見通し〉

生産量は、収穫面積の増加及び単収の上昇から、前年度より増加し、146.0百
万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より増加し、151.0百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度並みの0.4百万トンとなる見込み。

輸入量は、前年度より増加し、4.7百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より減少し、期末在庫率も30.5％に低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、行われていない。

【生育進捗状況及び作柄】
中国中央気象台「農業気象週報」によれば、８月９日時点で二期作地帯の早

稲は、揚子江中流域及び華南地方の大部分で収穫終了し、他の地域では登熟期
を向かえた。８月16日時点では、二期作地帯の遅稲は、華東地方では大部分が
分げつ期、華西地方では分げつ期から止穂期、華南地方では大部分が移植期か
ら分げつ期となっている。一期作地帯の稲は、東北地方では穂揃期、華東地方
では分げつ期から穂揃期、華西地方では出穂期から穂揃期、西南地方では大部
分が穂揃期から成熟期を迎えている。

民間調査会社からの情報によれば、７月の主要米産地の天候
は、東北地方では乾燥が顕著、華東地方では日照不足及び水分
過多、華南地方では日照不足と多雨が続いた。(図－４、５)

【貿易情報・その他】
国際穀物理事会（IGC）

「Grain Market Report」
(2015.7.30）によれば、
世界最大の消費国であ
る中国では、国産米が
高価格であり、外国産
米との価格差から、輸
入量は維持される見込
み。また、かなり大量
の米が、隣国（特にベ
トナム）から陸路で中
国国内に持ち込まれて
いるため、国境輸入を
軽視することは出来な
い。

世界の生産量シェア １位（2015/16年度 30.5％）

輸入量シェア １位（2015/16年度 11.2％）

表－５ 中国の米需給（市場年度：７月～翌年６月）
(単位：百万精米トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 142.5 144.5 146.0 (142.9) - 1.0
消　費　量 146.3 148.4 151.0 (142.8) - 1.8
輸　出　量 0.3 0.4 0.4 (0.5) - 0.0

輸　入　量 4.0 4.4 4.7 (3.2) - 6.8

期末在庫量 46.8 46.9 46.2 (102.5) - ▲ 1.5
期末在庫率 31.9% 31.5% 30.5% (71.5%) - ▲ 1.0

（参考）

収穫面積(百万ha) 30.31 30.31 30.40 (…) - 0.3
単収(もみt/ha) 6.72 6.81 6.86 (…) - 0.7
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」 (12 August 2015)
      FAO 「Food Outlook (May 2015)」

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

予測値、()はFAO

写真－４
中国華西地方 湖南省（2015年8月2日）
二期作地帯の早稲の収穫作業

写真提供：アイ・シー・ネット（株）

図－５ 日射量（平年比較）

東北

華東

華南

図－４ 降水量（平年比較）

東北

華東

華南

資料：JAXA提供の「降水量(GSMaP)偏差」及び「日射量平年対比」をもとに
農林水産省で加工。

注）図-4は赤色が平年より高い数値、図-5は緑色が平年より低い数値を示す。
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オ 米国
【需給状況】（詳細は右表を参照）

〈米国農務省の見通し〉

生産量は、収穫面積及び単収がいずれも減少することから、前年度より減少
し、6.5百万トンとなる見込み。

消費量は、ほぼ前年度並みの4.1百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より増加し、3.4百万トンとなる見込み。

輸入量は、ほぼ前年度並みの0.8百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より減少し、期末在庫率は18.0％に低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2014/15年度の輸出量で下方修正、2015/16

年度の輸入量でわずかに上方修正、生産量、消費量、輸出量で下方修正された。

結果として、期末在庫量が上方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】
国際穀物理事会（IGC）「Grain Market Report」

(2015.7.30)によれば、2015/16年度の生産量は、
作付意向調査時の報告に比べて、特に長粒種にお
いて作付面積が減少したことから、前年度より生
産量は減少。

【貿易情報・その他】
IGC「Grain Market Report」(2015.7.30)によれ

ば、2015/16年度の生産量は減少するものの、大
量の在庫を取り崩して対応するため、輸出量は前
年並みの見込み。しかしながら輸出需要が少ない
ため、長粒種うるち精米２等４％砕米の価格は、
この一ヶ月で９％下落している。

USDA「WORLD AGRICULTURAL WEATHER HIGHLIGHT
S」（2015.8.12）によれば、７月には広範囲に散
発的な降雨が観測された。しかし、西海岸ではほ
とんど降らず、表土は極度に乾燥し、牧草や夏作
物の生育を阻害している。また一方、ハリケーン
・ドローレスが到来し、カリフォルニア州の一部
地域では大雨が降り、洪水が発生したところがあ
ったにもかかわらず、４年間に及ぶカリフォルニ
ア州の水不足は回復していない。（図－６）

世界の輸出量シェア ５位（2015/16年度 8.1％）

表－６ 米国の米需給（市場年度：８月～翌年７月）
(単位：百万精米トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 6.1 7.1 6.5 (7.0) ▲ 0.1 ▲ 7.9
消　費　量 4.0 4.1 4.1 (4.0) ▲ 0.0 ▲ 0.5
輸　出　量 3.0 3.2 3.4 (3.5) ▲ 0.1 5.3

輸　入　量 0.7 0.8 0.8 (0.7) 0.0 2.5

期末在庫量 1.0 1.5 1.4 (1.4) 0.1 ▲ 11.8
期末在庫率 14.7% 20.8% 18.0% (18.7%) 2.0 ▲ 2.8

（参考）

収穫面積(百万ha) 1.00 1.18 1.11 (…) - ▲ 5.9
単収(もみt/ha) 8.62 8.49 8.38 (…) ▲ 0.08 ▲ 1.3
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」 (12 August 2015)
      FAO 「Food Outlook (May 2015)」

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

予測値、()はFAO

写真－５
米国西海岸カリフォルニア州（2015年7月27日）
作付けした水田（緑色）と、作付けできなかった
水田（黒色）

出典：California Rice Commission

図－６ 降水量

資料：JAXA提供の「降水量(GSMaP)」をもとに農林水
産省で加工。

カリフォルニア州の農畜作地帯
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カ フィリピン
【需給状況】
表－７ フィリピンの米需給（市場年度：７月～翌年６月）

民間調査会社によれば、フィリピン統計庁は８月、エルニーニョ
による干ばつのため、2015年の生産量（籾ベース）を当初の2,008万
トンから６％下方修正し、1,886万トンと予測。

キ インドネシア
【需給状況】
〔世界の生産量シェア ３位（2015/16年度 7.7%）〕
表－８ インドネシアの米需給(市場年度：翌年１月～翌年12月）

民間調査会社によれば、雨季米は天候に恵まれかんがい用水も十
分なことから単収は前年を上回る見込み。一方、乾季米は、乾季の
長期化による乾燥から、収穫量は大幅に減少する見込み。

(単位：百万精米トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 11.9 11.9 12.4 (12.9) - 4.4
消　費　量 12.9 13.2 13.3 (13.8) - 0.4
輸　出　量 0.0 0.0 0.0 (…) - …

輸　入　量 1.2 1.7 1.3 (1.5) - ▲ 23.5

期末在庫量 1.7 2.1 2.5 (2.2) - 21.6
期末在庫率 13.2% 15.8% 19.1% (…) - 3.3

（参考）

収穫面積(百万ha) 4.80 4.71 4.83 (…) - 2.5
単収(もみt/ha) 3.92 4.00 4.08 (…) - 2.0
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」 (12 August 2015)
      FAO 「Food Outlook (May 2015)」

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

予測値、()はFAO

(単位：百万精米トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 36.3 36.3 36.7 (46.0) - 1.0
消　費　量 38.5 38.6 38.7 (46.6) - 0.1
輸　出　量 0.0 0.0 0.0 (…) - …

輸　入　量 1.2 1.3 1.1 (0.9) - ▲ 12.0

期末在庫量 5.5 4.5 3.6 (5.6) - ▲ 20.2
期末在庫率 14.3% 11.5% 9.2% (…) - ▲ 2.3

（参考）

収穫面積(百万ha) 12.10 12.08 12.16 (…) - 0.7
単収(もみt/ha) 4.72 4.73 4.75 (…) - 0.4
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」 (12 August 2015)
      FAO 「Food Outlook (May 2015)」

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

予測値、()はFAO

ク ブラジル
【需給状況】
表－９ ブラジルの米需給（市場年度：翌年４月～翌々年３月）

AMIS「Market Monitor」（2015.7.9）によれば、2014/15年度の収
穫は終了。作付面積は減少したものの、単収の上昇により、生産量
は2013/14年度と比較して増加。

ケ 豪州
【需給状況】
表－10 豪州の米需給（市場年度：翌年３月～翌々年２月）

豪州農業資源経済科学局（ABARES）「Agricultural Commodities」
（2015.6.16）によれば、2015/16年度の生産量(籾ベース)は、81.6
万トンと前年度(72.4万トン)を上回る見込み。

(単位：百万精米トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 8.3 8.5 8.0 (8.3) - ▲ 5.9
消　費　量 7.9 7.9 8.0 (8.0) - 0.6
輸　出　量 0.8 1.0 0.9 (0.8) - ▲ 10.0

輸　入　量 0.6 0.5 0.7 (0.6) - 40.0

期末在庫量 0.7 0.8 0.6 (0.6) ▲ 0.1 ▲ 19.7
期末在庫率 7.6% 8.5% 6.9% (…) ▲ 0.6 ▲ 1.6

（参考）

収穫面積(百万ha) 2.40 2.33 2.30 (…) - ▲ 1.3
単収(もみt/ha) 5.09 5.36 5.12 (…) - ▲ 4.5
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、
          「World Agricultural Production」 (12 August 2015)
      FAO 「Food Outlook (May 2015)」

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

予測値、()はFAO

(単位：百万精米トン）

前月予測

からの変更

対前年度

増減率(%)

生　産　量 0.6 0.5 0.4 (0.5) - ▲ 18.4
消　費　量 0.4 0.4 0.4 (0.3) - 2.8
輸　出　量 0.4 0.4 0.3 (0.4) - ▲ 25.0

輸　入　量 0.2 0.2 0.2 (0.2) - 0.0

期末在庫量 0.2 0.2 0.1 (0.1) - ▲ 62.5
期末在庫率 32.5% 20.0% 8.5% (…) - ▲ 11.5

（参考）

収穫面積(百万ha) 0.08 0.07 0.06 (…) - ▲ 15.5
単収(もみt/ha) 10.92 10.20 9.83 (…) - ▲ 3.6
資料：USDA「Grain：World Markets and Trade」、
          「PS&D」 (12 August 2015)
      FAO 「Food Outlook (May 2015)」

予測値、()はFAO
年　度 2013/14

2014/15
(見込み)

2015/16
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Ⅱ 油糧種子

１ 大豆

(1) 国際的な大豆需給の概要 （詳細は右表を参照）

＜米国農務省(USDA)の見通し＞

【生産量】 2015/16年度 前年度比 前月比
生産量は、アルゼンチン、米国等で減少するものの、ブラジル等で増加する

ことから、世界全体では前年度を上回り、320.1百万トンとなる見込み。
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で上方修正され、国別には、米国

で上方修正された。

【消費量】 2015/16年度 前年度比 前月比
消費量は、米国で減少するものの、中国、アルゼンチン等で増加することか

ら、世界全体では前年度を上回り、史上最高の309.9百万トンとなる見込み。
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で上方修正され、国別には、中国、

米国、ＥＵ等で上方修正された。

【貿易量】 2015/16年度 前年度比 前月比
世界全体の貿易量は、前年度より増加し、127.2百万トンとなる見込み｡国別

には、輸出国では、ブラジル、アルゼンチン等で増加し、米国で減少する見込
み。輸入国では、中国等で増加し、日本でわずかに減少する見込み｡

なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で上方修正され、輸出国では、ブ
ラジル、アルゼンチンで上方修正、米国で下方修正、輸入国では、中国、ＥＵ
で上方修正された。

【期末在庫量】 2015/16年度 前年度比 前月比
期末在庫量は、前年度より増加し、世界全体では86.9百万トンとなる見込み。

国別には、中国等で在庫が取り崩されるものの、米国、アルゼンチン等で積み
増しされる見込み。期末在庫率は28.0％と、前年度より上昇する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で下方修正され、国別には、中国、
米国で上方修正、ブラジル、アルゼンチンで下方修正された。

表－１ 世界の大豆需給（米国農務省）
(単位：百万トン）

予測値
前月予測

からの変更
対前年度
増減率(%)

生　産　量 283.3 319.4 320.1 1.1 0.2
米国 91.4 108.0 106.6 0.9 ▲ 1.3
ブラジル 86.7 94.5 97.0 - 2.6
アルゼンチン 53.5 60.8 57.0 - ▲ 6.3
中国 12.2 12.4 11.5 - ▲ 6.9
インド 9.5 9.8 11.5 - 17.3
パラグアイ 8.2 8.4 8.8 - 4.8
カナダ 5.4 6.1 6.2 - 2.5
消　費　量 275.3 296.9 309.9 3.6 4.4

　うち搾油用 241.2 258.3 271.6 3.5 5.1
中国 80.3 86.1 91.7 2.3 6.6
米国 50.1 55.1 54.2 0.6 ▲ 1.7
アルゼンチン 40.6 43.8 46.6 - 6.4
ブラジル 39.9 42.6 42.8 0.0 0.4
ＥＵ 14.2 14.7 15.3 0.4 4.1
インド 9.9 9.4 11.2 - 19.5
メキシコ 4.1 4.3 4.4 - 1.6
貿　易　量 112.6 124.3 127.2 3.8 2.3
（輸出）
ブラジル 46.8 49.8 54.5 3.8 9.4
米国 44.6 49.7 47.0 ▲ 1.4 ▲ 5.5
アルゼンチン 7.8 9.6 9.8 1.1 1.6
パラグアイ 4.8 4.6 4.6 - 0.0
カナダ 3.5 3.8 3.8 - 1.3
（輸入）
中国 70.4 77.0 79.0 1.5 2.6
ＥＵ 13.0 13.5 13.5 0.4 0.4
メキシコ 3.8 4.0 4.1 - 0.5
日本 2.9 2.9 2.9 - ▲ 1.7
インドネシア 2.2 2.2 2.3 - 7.0
台湾 2.3 2.4 2.4 - 1.3
タイ 1.8 2.1 2.1 - 1.2
期末在庫量 62.7 80.6 86.9 ▲ 4.9 7.8
アルゼンチン 26.1 33.5 34.1 ▲ 1.9 1.9
ブラジル 16.0 18.3 18.3 ▲ 7.3 ▲ 0.1
中国 14.4 17.6 16.2 2.3 ▲ 8.0
米国 2.5 6.5 12.8 1.2 95.7
インド 0.6 0.8 0.8 - 3.1
期末在庫率 22.8% 27.1% 28.0% ▲ 1.9 0.9

資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates 」、「PS&D」、
          「Oilseeds：World Markets and Trade 」、
          「World Agricultural Production 」（12 August 2015）

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

図－１ 世界の大豆のシェア（2015/16年度）
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(2) 大豆の主要生産・輸出国等の需給状況

ア 米国

【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、収穫面積が増加するものの、史上最高の豊作を記録した前年度に
比べ単収が低下することから前年度より減少し、106.6百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より減少し、54.2百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より減少し、47.0百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より増加し、期末在庫率も12.6％に上昇する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2014/15年度の消費量で上方修正、期末在庫
量で下方修正、2015/16年度の生産量、消費量で上方修正、輸出量で下方修正さ
れた。結果として、期末在庫量が上方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

米国の大豆生産地の大部分において、例年、は種作業は５月上旬から始まり
６月上旬まで行われる。中西部では、2015年４月、土壌温度が低かったため、
は種作業の遅れが懸念されたが、５月初旬までに土壌温度は上昇し作業が進展
した。カンザス州、ミズーリ州では、６月からの長期にわたる記録的な多雨の
影響により、ほ場の一部が冠水し、作業に大幅な遅れが生じた。７月上旬まで
にこれら一部地域を除き、は種作業は概ね終了した。

米国農務省(USDA)｢Crop Progress｣(2015.8.17)によれば、８月16日現在、主
要18州の大豆の着莢進捗率は79％と、前年同期(81％)及び平年同期(79％)と同
水準となっている。作柄は、良/やや良が63％と、前週(63％)と変わらぬもの
の、前年同期(71％)を下回っている。

我が国の輸入先国シェア１位（2014年数量ベース65.4％）

世界の生産量シェア １位（2015/16年度 30.3％）

輸出量シェア ２位（2015/16年度 36.9％）

表－２ 米国の大豆需給（市場年度：９月～翌年８月）
(単位：百万トン）

予測値
前月予測

からの変更
対前年度
増減率(%)

生　産　量 91.4 108.0 106.6 0.9 ▲ 1.3
消　費　量 50.1 55.1 54.2 0.6 ▲ 1.7

  うち搾油用 47.2 50.2 50.6 0.5 0.8
輸　出　量 44.6 49.7 47.0 ▲ 1.4 ▲ 5.5
輸　入　量 2.0 0.8 0.8 - 0.0
期末在庫量 2.5 6.5 12.8 1.2 95.7
期末在庫率 2.6% 6.2% 12.6% 1.3 6.4

（参考）
収穫面積(百万ha) 30.86 33.61 33.81 ▲ 0.37 0.6
単収(t/ha) 2.96 3.21 3.15 0.06 ▲ 1.9
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates 」、
          「Oilseeds：World Markets and Trade 」、
          「World Agricultural Production 」（12 August 2015）

2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16
年　度

写真－１：アイオワ州ストーリー郡（2015年７月28日撮影）
－突然死症候群(SDS)にかかった大豆－

写真提供：トッド・クラウセン 氏

図－２ 着莢進捗率

資料：USDA｢Crop Progress｣(2015.8.17)をもとに農林水産省で作成

図－３ 作柄評価
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イ ブラジル

【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、前年度より増加し、史上最高の97.0百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より増加し、42.8百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より増加し、54.5百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、ほぼ前年度並み、期末在庫率は18.8％に低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2014/15年度の消費量、輸出量で上方修正、
輸入量、期末在庫量で下方修正、2015/16年度の消費量でわずかに上方修正、
輸出量で上方修正、輸入量で下方修正された。結果として、期末在庫量が下
方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

2014/15年度のは種作業は2014年９月中旬から開始された。中西部マトグロ
ッソ州では、10月初旬より乾燥型の天候が続きは種作業が遅れ、11月後半か
ら2015年１月にかけても乾燥型の天候が続いたため、作柄が悪化した。その
後は降雨に恵まれ、４月末までに収穫作業は終了した。南部パラナ州でも、
乾燥型の天候によりは種作業に遅れが生じたが、その後は降雨に恵まれ作物
は順調に生育し、４月末までに収穫作業は終了した。

ブラジル食料供給公社(CONAB)の８月報告(2015.8.11)によれば、2014/15年
度の生産量は、は種面積が31.94百万ヘクタール、単収が3.01トン/ヘクタール
と、いずれも前年度を上回ることから、96.2百万トンと前年度(86.1百万トン)
を11.7％上回り、３年連続で史上最高を更新する見込み。

国際穀物理事会(IGC)｢Grain Market Report｣(2015.7.30)は、2015
/16年度の南米における大豆のは種作業は９月以降となるため、現
時点での予測は暫定的であり、は種面積は米国を始めとする北半球
の大豆の生産量と市場価格に左右されるが、前年度よりわずかに増
加すると見込んでいる。エルニーニョ現象の発生により平年を上回
る降水量が見込まれることから、生産量は2014/15年度(96.0百万ト
ン)を1.9％上回り98.0百万トンとなる見込み。

【貿易情報】

報道(2015.6.22)によれば、ブラジル政府は、安価な米国産エタ
ノールの輸入増加からブラジルのエタノール産業を保護することを
目的とし、エタノールの輸入関税の引き上げと、還付制度の廃止を
2015年６月19日に決定、同措置は22日に発効した。同国はこれまで
エタノールの輸入関税を9.25％に設定しており、関税と同額が輸入
業者に還付される仕組みとなっていたが、この税率を11.75％に引
き上げる。これにより、米国産エタノールのブラジル向け輸出は減
少すると見られている。ブラジル貿易省のデータによれば、2015年
１～５月の米国産エタノールの輸入量累計は、前年同期比の26％増
となる357百万リットルに達していた。

我が国の輸入先国シェア２位（2014年数量ベース 20.9％）
世界の生産量シェア ２位（2015/16年度 30.3％）

輸出量シェア １位（2015/16年度 42.9％）

表－３ ブラジルの大豆需給（市場年度：10月～翌年９月）
(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 86.7 94.5 97.0 (96.0) - 2.6
消　費　量 39.9 42.6 42.8 (･･･) 0.0 0.4

  うち搾油用 36.9 39.5 39.6 (･･･) 0.0 0.3
輸　出　量 46.8 49.8 54.5 (･･･) 3.8 9.4
輸　入　量 0.6 0.3 0.3 (･･･) ▲ 0.2 ▲ 10.7
期末在庫量 16.0 18.3 18.3 (25.0) ▲ 7.3 ▲ 0.1
期末在庫率 18.4% 19.8% 18.8% (･･･) ▲ 8.5 ▲ 1.0

（参考）
収穫面積(百万ha) 30.10 31.50 32.50 (32.50) - 3.2
単収(t/ha) 2.88 3.00 2.98 (2.95) - ▲ 0.7
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates 」、
          「Oilseeds：World Markets and Trade 」
          「World Agricultural Production 」（12 August 2015）
      OIL WORLD「OIL WORLD Monthly」 (31 July 2015)

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

予測値、（）はOil.W

図－４ 2014/15年度のとうもろこし、大豆のクロップカレンダー

資料：ﾌﾞﾗｼﾞﾙ食料供給公社(CONAB)2015年8月報告をもとに農林水産省で作成。
注：ｶﾚﾝﾀﾞｰの帯の中の数量はﾌﾞﾗｼﾞﾙ全体の作付面積及び生産量。
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ウ アルゼンチン

【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、前年度より減少し、57.0百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より増加し、46.6百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より増加し、9.8百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より増加し、期末在庫率は60.5％に低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2014/15年度の生産量、輸出量で上方修正、
期末在庫量で下方修正、2015/16年度の輸出量で上方修正された。結果として、
期末在庫量が下方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

2014/15年度のは種作業は、好天に恵まれた2014年10月中旬から開始された。
ブエノスアイレス州では12月の降雨により、一部で土壌水分過多の地域がみ
られた一方､コルドバ州等では土壌水分不足となった。2015年１月からは定期
的な降雨に恵まれ、作物は順調に生育した。コルドバ州では２～３月上旬の
多雨による洪水、ブエノスアイレス州では３～４月上旬の乾燥により単収が
低下したが、その後は総じて好天に恵まれた。ブエノスアイレス穀物取引所
週報によれば、６月中旬までに収穫作業は概ね終了した。

国際穀物理事会(IGC)｢Grain Market Report｣(2015.7.30)
によれば、2015/16年度の生産量は、は種
面積は増加するものの単収が低下するこ
とから、57.0百万トンと前年度(61.0百万
トン)を6.6％下回る見込み。

【貿易情報・その他】

アルゼンチン農牧漁業省食糧衛生管理センター
(SENASA)によれば、2015年１～６月の大豆
の累計輸出量は578万トン。中国向けが最
多の519万トンとなっており全体の９割を
占めている。次いで、エジプト(13.8トン)、
ベネズエラ(8.0万トン)､イラン(5.5万ト
ン)、チリ(5.5万トン)となっている。イラ
ンへの経済制裁の解除により、イラン向け
の輸出の拡大が注目されている。

2015年５月27日、アルゼンチン政府は、
バイオディーゼルに対する輸出税を４月に
遡り13.2％に引き上げた。これまでの税
率は8.2％で、本年２月に5.0％から引き
上げられたばかり。

世界の生産量シェア ３位（2015/16年度 17.8％）

輸出量シェア ３位（2015/16年度 7.7％）

表－４ アルゼンチンの大豆需給（市場年度：10月～翌年９月)

(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 53.5 60.8 57.0 (57.0) - ▲ 6.3
消　費　量 40.6 43.8 46.6 (･･･) - 6.4

  うち搾油用 36.2 38.8 41.5 (･･･) - 7.0
輸　出　量 7.8 9.6 9.8 (･･･) 1.1 1.6
輸　入　量 0.0 0.0 0.0 (･･･) - 0.0
期末在庫量 26.1 33.5 34.1 (33.5) ▲ 1.9 1.9
期末在庫率 53.8% 62.6% 60.5% (･･･) ▲ 4.5 ▲ 2.1

（参考）
収穫面積(百万ha) 19.40 19.30 20.00 (19.20) - 3.6
単収(t/ha) 2.76 3.15 2.85 (2.97) - ▲ 9.5
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates 」、
          「Oilseeds：World Markets and Trade 」
          「World Agricultural Production 」（12 August 2015）
      OIL WORLD「OIL WORLD Monthly」 (31 July 2015)

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

予測値、（）はOil.W

写真－２ ブエノスアイレス近郊の穀物倉庫 図－５ アルゼンチン産大豆の生産量、収穫面積、単収の推移

資料：USDA「PSD｣(2015.8)等をもとに農林水産省で作成
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エ パラグアイ

【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、前年度より増加し、8.8百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より増加し、4.2百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度並みの4.6百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、ほぼ前年度並み、期末在庫率は1.0％と前年度並みの見込み。

なお、前月からの予測の改訂は行われていない。

【生育進捗状況及び作柄】

米国農務省(USDA)によれば、2015/16年度の大豆の生産量は、前年度(8.4百万
トン)を4.8％上回る8.8百万トンとなる見込み。これは、二期作大豆のは種面積
の増加等により、2015/16年度のは種面積が前年度(3.3百万ヘクタール)を3.0％
上回り、3.4百万ヘクタールとなると見込まれるため。

オ カナダ

【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、前年度より増加し、6.2百万トンとなる見込み。

消費量は、ほぼ前年度並みの2.4百万トンとなる見込み。

輸出量は、ほぼ前年度並みの3.8百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より増加し、期末在庫率も14.4％に上昇する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2014/15年度の消費量でわずかに上方修正、
期末在庫量でわずかに下方修正された。結果として、2015/16年度の期末在庫
量がわずかに下方修正された。

【生育進捗状況及び作柄等】

国際穀物理事会(IGC)｢Grain Market Report｣(2015.7.30)によれば、カナダ最
大の大豆産地であるオンタリオ州のは種面積が減少する一方で、西部のマニト
バ州やサスカチュワン州では増加することから、2015/16年度のは種面積は2.3
百万ヘクタールと、前年度を２％上回り史上最高を記録する見込み。ただし、
単収は前年度を下回ることから、生産量は5.8百万トンと、前年度をわずかに下
回る見通しとなったが、この数値は過去５年平均を0.8百万トン上回るもの。

農業市場システム(AMIS)｢Market Monitor｣(2015.7.9)によれば、作柄はまち
まち。東部産地では、多雨によりは種作業に大幅な遅れが生じている。

我が国の輸入先国シェア３位（2014年数量ベース 12.2％）
世界の生産量シェア ７位（2015/16年度 1.9％）

輸出量シェア ５位（201 /16年度 3.0％）5

表－６ カナダの大豆需給（市場年度：８月～翌年７月）
(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 5.4 6.1 6.2 (5.8) - 2.5
消　費　量 2.1 2.4 2.4 (2.1) - 1.3

  うち搾油用 1.5 1.7 1.7 (･･･) - 0.0
輸　出　量 3.5 3.8 3.8 (4.0) - 1.3
輸　入　量 0.3 0.4 0.4 (0.3) - ▲ 12.5
期末在庫量 0.3 0.6 0.9 (0.3) ▲ 0.0 54.6
期末在庫率 5.0% 9.5% 14.4% (4.5%) ▲ 0.4 5.0

（参考）

収穫面積(百万ha) 1.86 2.24 2.15 (2.28) - ▲ 4.0
単収(t/ha) 2.88 2.71 2.88 (2.54) - 6.3
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、「PS&D」、
          「Oilseeds：World Markets and Trade 」、
          「World Agricultural Production 」（12 August 2015）
      AAFC「Outlook for Principal Field Crops」 (21 July 2015)

2014/15
(見込み) 予測値、()はAAFC

年　度 2013/14
2015/16

世界の生産量シェア ６位（2015/16年度 2.8％）
輸出量シェア ４位（2015/16年度 3.6％）

表－５ パラグアイの大豆需給（市場年度：３月～翌年２月）
(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 8.2 8.4 8.8 (9.3) - 4.8
消　費　量 3.5 3.8 4.2 (･･･) - 10.5

  うち搾油用 3.4 3.7 4.1 (･･･) - 10.8
輸　出　量 4.8 4.6 4.6 (･･･) - 0.0
輸　入　量 0.0 0.0 0.0 (･･･) - 0.0
期末在庫量 0.1 0.1 0.1 (･･･) - 8.6
期末在庫率 0.9% 1.0% 1.0% (･･･) - 0.0

（参考）
収穫面積(百万ha) 3.26 3.26 3.40 (3.95) - 4.3
単収(t/ha) 2.52 2.57 2.59 (2.35) - 0.8
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates 」、「PS&D」、
          「Oilseeds：World Markets and Trade 」、
          「World Agricultural Production 」（12 August 2015）
      OIL WORLD「OIL WORLD Monthly」 (31 July 2015)

2013/14
予測値、()はOil.W

2015/162014/15
(見込み)

年　度
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カ 中国

【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、前年度より減少し、11.5百万トンとなる見込み。

消費量は、堅調な搾油需要等から前年度より増加し、91.7百万トンの見込み。

輸入量は、生産量の減少と消費量の増加により前年度より増加し、79.0百万
トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より減少し、期末在庫率も17.6％に低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2014/15年度の輸入量、期末在庫量で上方
修正、2015/16年度の消費量、輸入量で上方修正された。結果として、期末在
庫量が上方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

中国の大豆生産は、黒竜江省をはじめとする東北部に集中しており、例年、
５～６月には種作業が行われ、９～10月に収穫される。中国中央気象台｢農業
気象週報｣(2015.8.2)によれば、2015年８月１日現在、東北部及び西北地域東
部の大部分で開花期から着莢期となった。黄淮地域(黄河及び淮河の間)では分
枝期から開花期となっている。７月、東北部では高温・乾燥型の天候に見舞わ
れ、作柄の悪化が懸念される。

【貿易情報・その他】

中国政府は、2014年より国産大豆と綿花の高値買取りによる保護政策(国家
備蓄制度)を廃止し、代わって農家に対する補助金の直接払い制度を採用して
いる。これは、東北部の黒竜江省、吉林省、遼寧省、内モンゴル自治区を対
象に、大豆の目標価格を設定し、市場価格がこれを下回った場合は、農家に
その差額を補助金として直接給付するというもの。中国国家発展改革委員会(N
DRC)は、2015年４月28日、2015年の目標価格を、2014年と同額の１トン当た
り4,800元(96,000円）に据え置く旨発表した。

なお、民間調査会社によれば、2015年８月19日現在、大連(遼寧省)の国産
大豆の卸売価格は１トン当たり4,500元(90,000円)となっている。一方、同日
の連雲港(遼寧省)の輸入大豆の卸売価格は１トン当たり3,030元(60,600円)と
なっており、国産大豆は輸入大豆より５割ほど高い水準となっている。

中国通関(海関)統計によれば、2015年７月の輸入量は、前年同月比27.1％増
の9.5百万トンとなった。国別内訳は、ブラジル6.4百万トン(シェア67.0％)、
アルゼンチン2.3百万トン(同24.0％)、米国0.06百万トン(同0.6％)。また、
2015年１～７月の累計輸入量は、前年同期比7.1％増の44.7百万トンとなった。
国別内訳は、ブラジル22.4百万トン(同50.2％)、米国17.0百万トン(同38.1％)、
アルゼンチン3.5百万トン(同7.9％)。７月の大豆輸入量は過去最高を記録し、
その大部分をブラジルからの輸入が占めている。

世界の生産量シェア ５位（2015/16年度 3.6％）

輸入量シェア １位（2015/16年度 64.1％）

表－７ 中国の大豆需給（市場年度：10月～翌年９月）
(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 12.2 12.4 11.5 (10.5) - ▲ 6.9
消　費　量 80.3 86.1 91.7 (･･･) 2.3 6.6

  うち搾油用 68.9 74.2 79.5 (･･･) 2.2 7.1
輸　出　量 0.2 0.2 0.2 (･･･) - 11.1
輸　入　量 70.4 77.0 79.0 (･･･) 1.5 2.6
期末在庫量 14.4 17.6 16.2 (･･･) 2.3 ▲ 8.0
期末在庫率 17.9% 20.4% 17.6% (･･･) 2.1 ▲ 2.8

（参考）
収穫面積(百万ha) 6.85 6.80 6.40 (5.70) - ▲ 5.9
単収(t/ha) 1.78 1.82 1.80 (1.84) - ▲ 1.1
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates 」、
          「Oilseeds：World Markets and Trade 」、
          「World Agricultural Production 」（12 August 2015）
      OIL WORLD「OIL WORLD Monthly」 (31 July 2015)

予測値、()はOil.W

2015/162014/15
(見込み)

2013/14年　度

写真－３ 中国 黒竜江省（2015年8月1日撮影）
－順調に生長する大豆－

写真提供：アイ・シー・ネット（株）
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２ なたね

(1) 国際的ななたね需給の概要（詳細は右表を参照）

＜米国農務省(USDA)の見通し＞

【生産量】 2015/16年度 前年度比 前月比
生産量は、インドで増加するものの、ＥＵ、カナダ等で減少が見込まれること

から、世界全体では前年度を下回り64.6百万トンとなる見込み。
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で下方修正され、国別には、カナダ、

ＥＵ、豪州、ウクライナで下方修正された。

【消費量】 2015/16年度 前年度比 前月比
消費量は、インド等で増加するものの、ＥＵ、中国等で減少が見込まれること

から、世界全体では前年度を下回り68.2百万トンとなる見込み。
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で下方修正され、国別には、ＥＵ、

カナダ等で下方修正された。

【貿易量】 2015/16年度 前年度比 前月比
世界全体の貿易量は、前年度より減少し、12.3百万トンとなる見込み。
国別には、輸出国では、豪州で増加し、カナダ、ウクライナ、ＥＵ等で減少す

る見込み。輸入国では、米国等でわずかに増加し、中国等で減少する見込み。
なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で下方修正され、輸出国ではカナダ

等で下方修正、輸入国では、中国、ＥＵ等で下方修正された。

【期末在庫量】 2015/16年度 前年度比 前月比
期末在庫量は、前年度より減少し、世界全体で3.4百万トンとなる見込み。国

別には、ＥＵ、カナダ、中国等で在庫が取り崩されるものの、インド等で積み増
しされる見込み。期末在庫率は5.0％と前年度より低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、世界全体で下方修正され、国別には、中国で
上方修正、カナダ、ＥＵ、豪州等で下方修正された。

表－１ 世界のなたね需給（米国農務省）

図－１ 世界のなたねのシェア(2015/16年度)

(単位：百万トン）

予測値
前月予測

からの変更
対前年度
増減率(%)

生　産　量 71.5 71.8 64.6 ▲ 2.6 ▲ 10.1
ＥＵ 21.3 24.4 21.1 ▲ 0.3 ▲ 13.4
カナダ 18.0 15.6 13.0 ▲ 1.6 ▲ 16.4
中国 14.5 14.6 14.1 - ▲ 3.4
インド 7.3 7.1 7.5 - 5.6
豪州 3.8 3.4 3.3 ▲ 0.3 ▲ 3.3
ウクライナ 2.4 2.2 1.7 ▲ 0.1 ▲ 22.7
ロシア 1.4 1.5 1.2 - ▲ 18.0
消　費　量 69.7 71.7 68.2 ▲ 1.2 ▲ 4.9

　うち搾油用 66.8 68.7 65.3 ▲ 1.1 ▲ 5.1
ＥＵ 24.9 26.0 24.3 ▲ 0.4 ▲ 6.6
中国 19.1 18.9 18.0 ▲ 0.1 ▲ 4.8
インド 7.3 7.2 7.4 - 2.4
カナダ 7.1 7.4 6.9 ▲ 0.3 ▲ 6.2
日本 2.4 2.5 2.5 - 0.0
米国 1.7 1.8 1.8 ▲ 0.1 ▲ 0.8
メキシコ 1.5 1.5 1.5 - ▲ 1.3
貿　易　量 15.0 14.2 12.3 ▲ 0.8 ▲ 13.5
（輸出）
カナダ 9.2 8.8 7.4 ▲ 0.7 ▲ 15.9
豪州 2.7 2.4 2.8 - 16.7
ウクライナ 2.2 2.0 1.4 ▲ 0.1 ▲ 29.3
ＥＵ 0.3 0.6 0.3 - ▲ 49.2
ロシア 0.2 0.2 0.1 - ▲ 33.3
米国 0.2 0.2 0.2 ▲ 0.0 ▲ 1.3
0 0.2 0.1 0.1 - 0.0
（輸入）
中国 5.0 4.5 3.3 ▲ 0.3 ▲ 26.7
ＥＵ 3.5 2.3 2.2 ▲ 0.2 ▲ 4.3
日本 2.4 2.5 2.5 - 0.0
メキシコ 1.5 1.5 1.5 - ▲ 2.6
パキスタン 0.9 1.0 0.8 ▲ 0.1 ▲ 19.5
米国 0.9 0.8 0.8 ▲ 0.1 0.1
ｱﾗﾌﾞ首長国連邦 0.7 0.8 0.8 - 0.0
期末在庫量 7.1 6.9 3.4 ▲ 1.2 ▲ 50.8
ＥＵ 2.1 2.2 0.9 ▲ 0.3 ▲ 57.1
カナダ 2.4 1.8 0.6 ▲ 0.7 ▲ 66.5
中国 1.0 1.2 0.6 0.1 ▲ 48.5
インド 0.6 0.4 0.5 - 22.6
豪州 0.5 0.6 0.2 ▲ 0.3 ▲ 69.2
米国 0.1 0.1 0.1 ▲ 0.0 ▲ 22.7
パキスタン 0.1 0.1 0.1 - 0.0
期末在庫率 10.1% 9.6% 5.0% ▲ 1.7 ▲ 4.6

資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」、「PS&D」、
          「Oilseeds：World Markets and Trade」（12 August 2015）

年　度 2013/14
2014/15
(見込み)

2015/16

EU
32%

カナダ

22%

中国

21%

ｲﾝﾄﾞ

11%

豪州

5%

ｳｸﾗｲﾅ

3%

その他

6%

生産量 65百万トン

カナダ

62%

豪州

21%

ｳｸﾗｲﾅ

11%

EU
3%

その他

3%

輸出量 12百万トン
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(2) なたねの主要生産・輸出国等の需給状況

ア カナダ

【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、前年度より減少し、13.0百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より減少し、6.9百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より減少し、7.4百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より減少し、期末在庫率も4.3％に低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2014/15年度の消費量で上方修正、期末在庫量
で下方修正、2015/16年度の生産量、消費量、輸出量で下方修正された。結果とし
て、期末在庫量が下方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

国際穀物理事会(IGC)｢Grain Market Report｣(2015.7.30)によれば、主産地の
サスカチュワン州及びアルバータ州では、４月から続いた乾燥型の天候により作
柄が悪化している。マニトバ州の作柄は概ね良好となっているが、５月下旬の大
規模な霜害により多くの地域で再は種が行われたことから、生育進捗にばらつき
がある。後期に再は種された作物は、秋の早霜の影響を受けやすい状況にある。

イ 豪州

【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、前年度より減少し、3.3百万トンとなる見込み。

消費量は、ほぼ前年度並みの0.9百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より増加し、2.8百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より減少し、期末在庫率も5.2％に低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、生産量で下方修正された。結果として、期末
在庫量が下方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

国際穀物理事会(IGC)｢Grain Market Report｣(2015.7.30)によれば、2014/15年
度のなたね価格の低迷と降水量不足により、は種面積が制限されたことから、
2015/16年度の生産量は、前年度(3.4百万トン)を13.3％下回り3.0百万トンとな
る見込み。また、エルニーニョ現象の発生により、単収を決定づける９月及び10
月に、降水量が平年を下回る懸念がある。

我が国の輸入先国シェア１位（2014年数量ベース 93.0％）
世界の生産量シェア ２位（2015/16年度 21.8％）

輸出量シェア １位（2015/16年度 60.1％）

表－２ カナダのなたね需給（市場年度:８月～翌年７月）
(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 18.0 15.6 13.0 (14.3) ▲ 1.6 ▲ 16.4
消　費　量 7.1 7.4 6.9 (7.3) ▲ 0.3 ▲ 6.2

  うち搾油用 7.0 7.3 6.8 (･･･) ▲ 0.3 ▲ 6.2
輸　出　量 9.2 8.8 7.4 (7.6) ▲ 0.7 ▲ 15.9
輸　入　量 0.1 0.1 0.1 (0.2) - 42.9
期末在庫量 2.4 1.8 0.6 (0.5) ▲ 0.7 ▲ 66.5
期末在庫率 14.5% 11.2% 4.3% (3.4%) ▲ 4.4 ▲ 7.0

（参考）
収穫面積(百万ha) 8.01 8.08 7.90 (7.97) - ▲ 2.2
単収(t/ha) 2.24 1.93 1.65 (1.79) ▲ 0.20 ▲ 14.5
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates 」、「PS&D」、
          「Oilseeds：World Markets and Trade 」、
          「World Agricultural Production 」（12 August 2015）
      AAFC「Outlook for Principal Field Crops」 (21 July 2015)

2014/15
(見込み)

年　度 2013/14
2015/16

予測値、()はAAFC

我が国の輸入先国シェア２位（2014年数量ベース 7.0％）
世界の生産量シェア ５位（2015/16年度 5.1％）

輸出量シェア ２位（2015/16年度 22.7％）

表－３ 豪州のなたね需給（市場年度：12月～翌年11月）
(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 3.8 3.4 3.3 (3.0) ▲ 0.3 ▲ 3.3
消　費　量 0.8 0.9 0.9 (･･･) - 3.3

  うち搾油用 0.8 0.9 0.9 (･･･) - 3.5
輸　出　量 2.7 2.4 2.8 (2.2) - 16.7
輸　入　量 0.0 0.0 0.0 (･･･) - 0.0
期末在庫量 0.5 0.6 0.2 (･･･) ▲ 0.3 ▲ 69.2
期末在庫率 14.9% 19.2% 5.2% (･･･) ▲ 7.0 ▲ 13.9

（参考）
収穫面積(百万ha)※ 2.72 2.71 2.50 (2.35) ▲ 0.30 ▲ 7.7
単収(t/ha) 1.41 1.26 1.32 (1.26) 0.03 4.8
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates 」、「PS&D」、
          「Oilseeds：World Markets and Trade 」、
          「World Agricultural Production」（12 August 2015）
    　ABARES「Agricultural commodities｣ (16 June 2015)(※ABARESは作付面積）

予測値､()はABARES
年　度 2013/14

2014/15
(見込み)

2015/16
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ウ ウクライナ

【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、前年度より減少し、1.7百万トンとなる見込み。

消費量は、ほぼ前年度並みの0.3百万トンとなる見込み。

輸出量は、前年度より減少し、1.4百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、ほぼ前年度並み、期末在庫率は1.5％に上昇する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、生産量、輸出量で下方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

国際穀物理事会(IGC)「Grain Market Report」(2015.7.30)によれば、2015/16年
度の生産量は、前年度の記録的な高単収に匹敵する単収が見込まれるものの、大豆
等の生産コストの低い作物にシフトし、は種面積が減少することから、前年度(2.2
百万トン)を13.6％下回り、1.9百万トンとなる見込み。ウクライナ農業政策・食料
省によれば、８月13日現在の収穫進捗率は99％とほぼ終了した。生産量は1.72百万
トン、単収は2.57トン/ヘクタールとなっている。

エ ＥＵ

【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、前年度より減少し、21.1百万トンとなる見込み。

消費量は、前年度より減少し、24.3百万トンとなる見込み。

輸入量は、前年度より減少し、2.2百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より減少し、期末在庫率も3.8％に低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2014/15年度の生産量、消費量で上方修正、
輸入量、期末在庫量で下方修正、2015/16年度の生産量、消費量、輸入量で下方
修正された。結果として、期末在庫量が下方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

国際穀物理事会(IGC)「Grain Market Report」(2015.7.30)によれば、2015/16年
度の生産量は21.3百万トンと、主産地で単収を決定づける開花期及び結莢期に高温
・乾燥型の天候に見舞われたことから、史上最高を記録した前年度(24.3百万トン)
を3.0百万トン下回る見込み。特に、フランス、ドイツ、ポーランドでは、5.1百万
トン、5.0百万トン、2.8百万トンと、それぞれ前年度(5.5百万トン、6.3百万トン、
3.2百万トン)を下回る見込み。年度初頭に懸念されたネオニコチノイド系殺虫剤の
使用禁止による病虫害の被害は、想定を下回る結果となった。

世界の生産量シェア １位（2015/16年度 32.7％）
輸入量シェア ２位（2015/16年度 17.7％）

表－５ ＥＵのなたね需給（市場年度：７月～翌年６月）
(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 21.3 24.4 21.1 (20.7) ▲ 0.3 ▲ 13.4
消　費　量 24.9 26.0 24.3 (24.1) ▲ 0.4 ▲ 6.6

  うち搾油用 24.0 25.0 23.3 (23.2) ▲ 0.4 ▲ 6.8
輸　出　量 0.3 0.6 0.3 (0.3) - ▲ 49.2
輸　入　量 3.5 2.3 2.2 (3.1) ▲ 0.2 ▲ 4.3
期末在庫量 2.1 2.2 0.9 (1.4) ▲ 0.3 ▲ 57.1
期末在庫率 8.2% 8.2% 3.8% (5.7%) ▲ 1.0 ▲ 4.4

（参考）
収穫面積(百万ha) 6.77 6.76 6.52 (6.41) ▲ 0.04 ▲ 3.6
単収(t/ha) 3.15 3.61 3.24 (3.20) ▲ 0.02 ▲ 10.2
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates 」、「PS&D」、
          「Oilseeds：World Markets and Trade 」、
          「World Agricultural Production 」（12 August 2015）
　　  EU　「Balance sheets for cereals, oilseeds and rice」(30 July 2015）

2015/16

予測値、()はEU
年　度 2013/14

2014/15
(見込み)

世界の生産量シェア ６位（2015/16年度 2.6％）
輸出量シェア ３位（2015/16年度 11.4％）

表－４ ウクライナのなたね需給（市場年度：７月～翌年６月）
(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 2.4 2.2 1.7 (2.0) ▲ 0.1 ▲ 22.7
消　費　量 0.2 0.3 0.3 (･･･) - 20.0

  うち搾油用 0.2 0.3 0.3 (･･･) - 20.0
輸　出　量 2.2 2.0 1.4 (･･･) ▲ 0.1 ▲ 29.3
輸　入　量 0.0 0.0 0.0 (･･･) - 0.0
期末在庫量 0.1 0.0 0.0 (･･･) - 8.3
期末在庫率 2.2% 1.1% 1.5% (･･･) 0.1 0.5

（参考）
収穫面積(百万ha) 1.00 0.88 0.68 (0.73) ▲ 0.07 ▲ 22.7
単収(t/ha) 2.36 2.50 2.52 (2.74) 0.12 0.8
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates 」、「PS&D」、
          「Oilseeds：World Markets and Trade 」、
          「World Agricultural Production 」（12 August 2015）
      OIL WORLD「OIL WORLD Monthly」 (31 July 2015)

2015/162014/15
(見込み) 予測値、()はOil.W

2013/14年　度
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オ 中国

【需給状況】（詳細は右表を参照）

＜米国農務省の見通し＞

生産量は、収穫面積が減少し、単収も低下することから、前年度より減少し、
14.1百万トンとなる見込み。

消費量は、搾油用需要が減少すること等から前年度より減少し、18.0百万ト
ンとなる見込み。

輸入量は、前年度より減少し、3.3百万トンとなる見込み。

期末在庫量は、前年度より減少し、期末在庫率も3.5％に低下する見込み。

なお、前月からの予測の改訂は、2014/15年度の輸入量、期末在庫量で上方修
正、2015/16年度の消費量、輸入量で下方修正された。結果として、期末在庫量
が上方修正された。

【生育進捗状況及び作柄】

2015/16年度のなたねの収穫作業は、６月中にほぼ終了した模様。

【貿易情報】

中国通関(海関)統計によれば、2015年７月の輸
入量は、前年同月比52.6％減の20.2万トンとなっ
た。国別の輸入先は、カナダが19.6万トンと全体
の97.2％を占めた。また､2015年１～７月までの累
計輸入量は、前年同期比18.5％減の254.5万トンと
なった。国別には、カナダが204.8万トンと全体の
80.5％を、豪州が42.2万トンと16.6％を占めた。

【その他】

国際穀物理事会(IGC)「Grain Market Report」
(2015.6.25)によれば、中国では、農家支援の観点
から、なたねの高値による臨時買上げ・備蓄政策
を継続してきたが、本制度は2015/16年度に廃止さ
れることとなった。現在、中国のなたね油の備蓄
量は600万トンとも言われており、大量に積み上が
った備蓄の維持コストが問題となっている。中国
政府は、本制度を廃止する代わりに、主産地（安
徽省、河北省、湖南省、貴州省、江蘇州、四川省
等）を対象とする補助金制度を導入する。本制度
の廃止により、次年度には国内市場での国産なた
ね油の流通量が60万トン増加すると見込まれてい
る。

世界の生産量シェア ３位（2015/16年度 20.1％）
輸入量シェア １位（2015/16年度 26.6％）

表－６ 中国のなたね需給（市場年度：10月～翌年９月）
(単位：百万トン）

前月予測
からの変更

対前年度
増減率(%)

生　産　量 14.5 14.6 14.1 (11.5) - ▲ 3.4
消　費　量 19.1 18.9 18.0 (･･･) ▲ 0.1 ▲ 4.8

  うち搾油用 18.5 18.3 17.5 (･･･) ▲ 0.1 ▲ 4.6
輸　出　量 … … … (･･･) … …
輸　入　量 5.0 4.5 3.3 (･･･) ▲ 0.3 ▲ 26.7
期末在庫量 1.0 1.2 0.6 (･･･) 0.1 ▲ 48.5
期末在庫率 5.4% 6.5% 3.5% (･･･) 0.3 ▲ 3.0

（参考）
収穫面積(百万ha) 7.53 7.50 7.40 (6.45) - ▲ 1.3
単収(t/ha) 1.92 1.95 1.91 (1.78) - ▲ 2.1
資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates 」、
          「Oilseeds：World Markets and Trade 」、
          「World Agricultural Production 」（12 August 2015）
      OIL WORLD「OIL WORLD Monthly」 (31 July 2015)

予測値、()はOil.W
年　度 2013/14

2014/15
(見込み)

2015/16

写真 中国の国産なたね油
（2015年8月5日撮影）
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図－２ 中国のなたね輸入量及び生産量の推移

資料：USDA｢PSD｣(2015.8)をもとに農林水産省で作成
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【中国 農業発展方式の転換加速へ向けて】

中国国務院は、「農業発展方式転換の加速に関する意見」（以下「意見」という）を2015年8月7日に発表した。この「意見」は、従来の資源消費
と労働力に依拠した農業から、高度な技術と農民のスキルの向上に基づいた生産モデルへと転換することを企図しており、2020年までに農業近代化
への進展具合が目に見える形で整備を図り、2030年までに提示した目標の実現を目指している。

この「意見」を通じ、中国が今、どのような課題に直面し、どのような方向に改革しようとしているのかが窺えるのではないだろうか。

中国では、農産物価格の頭打ち、生産コストの上昇、資源の供給や環境面での制約等の課題が

山積する中、今回の「意見」の策定によって、農業構造の転換等を進めていく方向性、目標が示

され、具体的に取り組みが進められていくものと見られる。

本「意見」の冒頭では、農業の近代化を進める上で、従来の資源消費型から持続可能型へ、ま

た、増産から品質向上へと転換を図り、農産物の安全性、資源の節約、環境への配慮といったこ

とに焦点を当てていくとされている。さらに、目標としては、2020年までに農家の生産能力を高

め所得の向上を目指すこととするほか、農業近代化への進展具合を目に見える形で示し、2030年

までに農業の競争力を高めることなどを通じて課題を実現すべく改革の方向性が示されており、

その主な内容として、以下の取組みを進めていくとされている。

１ 生産能力の向上、基幹農業者の育成など

生産能力を高めるため、ほ場や水利施設の整備、土壌改良等を進めるとともに、東北地域や黄

淮地域、長江中下流域等、従来の穀物主産地を中心として、輪作や間・混作の普及、食糧生産基

地の整備を進める。また、大規模経営への移行や物流チェーンの構築を進め、新たな農業ビジネ

スを創出する一方で、農業の多面的機能を評価し、地域の景観や文化を継承し保護する取り組み

も奨励していく。

２ 資源の有効利用、技術水準の向上など

資源の節約、利用の効率化の面では、水資源の管理や肥料・農薬の使用量抑制、農業廃棄物の

有効利用等の取り組みを進める。

技術的な面では、海南省、甘粛省、四川省において種子の栽培・生産基地の設立を推進してい

くほか、機械化・情報化の推進や農民への教育・訓練を通じて先進的な専業農家の育成を目指す。

３ 食の安全など

品質や食の安全の面では、農薬や動物用医薬品の残留基準見直し、農業ブランドの育成、トレ

ーサビリティシステムの導入を推進。また、農業企業の育成を推進して国際市場における競争力

を高め、農業近代化に向けて外国資本の導入等を図っていくこと。主要国の農業モニタリング、

早期警戒システム、長期予測モデルの確立などを進め、農産物貿易の安定化を図っていく。

写真１ 河南省許昌市 小麦の収穫

写真２ 天津港 冷凍保管倉庫

中国国務院「農業発展方式転換の加速に関する意見」（原文）のページはこちら
http://www.gov.cn/zhengce/content/2015-08/07/content_10057.htm

写真提供：アイ・シー・ネット（株）
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